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大村市では平成13年度から平成17年度までの後期基本計画を策定するにあたり、

現在の市政に関するご意見やご希望をお聞きするために、アンケート調査を行いました。

調査にご協力いただき誠にありがとうございました。

調査の概要

市町名 調査期間

大村市

諌阜市
平成12年2月4日

東彼杵町
"'21日

佐賀県鹿島市

総数

調査結果は次のようになりました。

調査結果

調査対象者 回答者数 有効回収率

18歳以上の大村市民
952 47.6% 

2，000人

諌阜市内居住者
151 37.8% 

400人

東彼杵町居住者

300人
139 46.3% 

鹿島市内居住者
104 34.7% 

300人

3，000人 1，346人 44.9% 

民基
ア本
、.計
〆面

l警
ト両
縮空

ー .

01 あなたが今の地域にお住まいになって、
通算何年になりますか?

04 休日などの遊びは、主にどちらヘ

大村市

諌阜市

東彼杵町

鹿島市

30年以上

45.1 

41.6 

20-29年

16.2 

21.9 

76.3 

76.0 

100% 

20年未満

38.7 

36.5 

10.8 12.9 I 

10.6 13.4 I 

02 あなたの職場・学校はどちらですか?
(通勤・通学されている場合のみ)

100% 

大村市| 市内80.4 議7市早6長6市3崎そ5値の7目l 

諌早市| 市内62.2 長崎市16.7脅6.7すその他14.41

東彼杵町| 町内62.5 大 村 市そ他117.9 の 9.6

鹿島市| 市内70.2 その他29.8

出かけられますか?複数回答)

大村市 市内62.5 長崎市長崎察外
14.3 10.6 

諌阜市 市内46.4 大村市25.8 長崎市23.2

東彼杵町 大村市64.0 佐世保市町内
18.7 7.9 

鹿島市| 市内38.5 佐賀県内他市町長崎・佐賀県外
28.8 17.3 

05 この10年で大村市は魅力あるまちに
なってきたと思いますか? 100% 

大村市|h暗3.8号出if3f5f7ititiiT lt29〈明5 剖8.3不1明2.7 

諌阜市| 42.4 30.5 7.34.6 15.2 

33.8 41.8 10.8 7.9 5.7 

["""1.0 

鹿島市 28.8 24.0 6.7 39.5 

03 電化製品、高級衣料、贈答品など大事な買物は 06 現在大村市は住みょいところだと
主にどちらヘ出かけられますか?複数回答) 思いますか?

大村市 市内81.8
諌2早長市崎1司?I

大村市 51.7 

諌阜市 市内80.8
長崎市17.9士村佐市置15.健相司

諌早市| 60.9 

東彼杵町|町内15.2 大村市84.8 東彼杵町| 56.8 

鹿島市| 市内88.5

佐賀県内他市町10.6寸

鹿島市| 32.7 

|住(住みみににくそくういだ)I 

41.1 

22.5 

32.4 

20.2 47.1 

100% 

不明

4.2 

3.0J 
14.6 

L2.O 

9.4 
L1.4 
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:07 大村市について、満足している点についてお答え下さい。
(結果は上位 3位)

大村市 ①気候や海・山などの自然環境 57.6% 
②食べ物の新鮮さ 35.1 % 
③交通の便 32.0% 

諌阜市 ①大村市の自然環境 47.3% 
②大村市の医療・保健施設 31.3% 
③大村市の交通の便及び生活環境 26.0% 

東彼杵町 ①大村市の交通の便 48.8% 
②大村市の自然環境 46.5% 
③大村市の医療・保健施設 41.9% 

鹿島市 ①大村市の自然環境 78.1 % 
②大村市の交通の便 53.4% 
③大村市の生活環境 32.9% 

08 大村市について、不満足な点についてお答え下さい。
(結果は上位 3位)

大村市 ①まちの活気・雰囲気
②娯楽・レジャー施設
③雇用の場

諌阜市 ①大村市の交通の便
②大村市のまちの活気
③大村市の雇用の場

東彼杵町 ①大村市のまちの活気
②大村市の地価や家賃
③大村市の雇用の場

鹿島市 ①大村市の娯楽・レジャー施設
②大村市の交通の便
③大村市の商庖

42.1 % 
36.1 % 
28.0% 
50.0% 
43.3% 
29.5% 
43.9% 
32.7% 
29.0% 
34.1 % 
31.7% 
24.4% 

09 大村市内の方のみ)あなたは、大村市が今後どのような
都市を目指していくべきだとお考えですか?(上位3位)

大村市 ①福祉都市 45.8% 

26.5% 

24.2% 

②学園文化都市

③住宅都市

010 テレビなどで市町村合併や広域連合が取り上げら

れていますが、あなたの市や町がどこかの市町と

合併することについて、どのようにお考えですか?

大村市

諌阜市

鹿島市

今のところ合併を 近いうちに合併が

考える必要はない 必要だと思う 100% 
F 全く合併などを / いずれ合併は l 

|考える必要はない / 必要にな位里うl .¥不明、.1 25.8' 状況に応じて考加工よ♂ 10.93.2寸日
35.0 _ 、

合併否定37.~ _ --1 合併肯定15.4ヘ

35.8 

17.3 46.0 

36.6 

すぐにでも合併が
必要だと思う1.4

22.5 8.6 4.6 6.6 

35.7 

10.8 7.25. 

64.0 

r2..~ 
24.0 4.8 10.6 

31.7 

011 各分野の項目について、大村市の現状や施策についての評価をお尋ねします。

満足度(上位 5位) 不満足度(上位 5位)
①空港及び周辺地域の整備 ①買物広場やアーケードなど買物環境の整備

②消防施設・資機材、消防団の整備充実 ②人が集まる公的施設等の商庖街への立地

③ し尿・ごみ処理施設の整備 ③顧客が満足する品揃えや知識・情報の提供
④医療機関の整備充実 ④商庖街への駐車場・駐輪場の整備
⑤下水道、集落排水事業、合併浄化槽の整備 ⑤経営の近代化

以下の質問については、大村市内の方だけに回答していただきました。

012 地域の情報サービスについて、どのような情報の充実を望みますか?上位3位)

①医療・健康・福祉に関する情報 55.4% 
②地域の行政に関する情報 35.3% 

③公的施設の紹介や利用に関する情報 | 一 34.1% 

013 本格的な高齢社会になりつつありますが、幸せで生きがいのある老後のために必要と思うことを

選んで下さい。 (上位 3位)

①介護保険、年金制度などの充実と在宅介護への経済的支援 59.5% 

②在宅での生活を支援する保健・福祉サービスの充実 42.1 % 

③生きがいを持って働けるような場や機会の確保 38.0% 

014 老後の生活について、何か不安を感じていますか?

①寝たきりなど介護が必要になる場合のこと

②病弱になったり、身体が不自由になるかもしれないこと

③生きがいを持って生活できるかどうかわからないこと

58.7% 

57.1 % 

31.9% 

015 将来あなたの生活に文化的な「うるおいとゆとり」を持たせるためには、どのようなことが大切だ

と思いますか?上位3位)

①緑やきれいな空気などよい環境の中で暮らせること 66.0% 

②趣味や芸術を楽しめる生活が送れること 44.2% 

③公園、下水道、道路など‘の生活環境が整っていること | 一寸 27.5% 

016 あなたは、どのような分野のボランティア活動に参加したいと思いますか?上位3位)

①自然保護・環境の分野(動植物の保護、リサイクル運動など)

②福祉の分野(高齢者や障害者の介護などの活動)

③趣味・学習の分野
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36.0% 

27.3% 

25.6% 
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市
政
懇
談
会
開
催

お

w
l住
み
よ
い
地
域
生
活
の
た
め
に

!

，，，，，. 
ハ
O

什
市
民
生
活
の
向
上
を
め
ざ
し

w
i市
民
の
要
望
を
県
へ

|

6
月
お
日
か
ら

7
月
昨
日
ま
で
の
期
間
、
市
内

8
地
区

に
分
か
れ
て
市
政
懇
談
会
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
道
路
整
備
、

環
境
整
備
な
ど
、
昨
年
の
地
域
か
ら
の
要
望
に
対
し
て
の
、

市
の
取
り
組
み
の
経
過
を
報
告
し
た
後
に
、
今
年
の
新
し

い
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

市
と
し
て
は
、
早
急
に
解
決
で
き
る
も
の
は
速
や
か
に

対
応
す
る
な
ど
、
各
課
題
に
つ
い
て
適
切
に
処
理
す
る
と

回
答
。
そ
れ
ぞ
れ
が
地
域
の
生
活
と
密
着
し
た
問
題
ば
か

り
な
の
で
、
参
加
し
た
市
民
の
方
々
は
、
熱
心
に
耳
を
傾

け
て
い
ま
し
た
。

/ 

甲
斐
田
市
長
、
音
成
市
議
会
議

長
、
市
選
出
の
県
会
議
員
な
ど
が

金
子
知
事
に
対
し
、
幹
線
道
路
の

早
期
整
備
、
長
崎
県
衛
生
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
(
仮
称
)
の
「
大
村

ハ
イ
テ
ク
パ
!
ク
」
へ
の
建
設
、

J
R
大
村
線
の
拡
充
に
つ
い
て
な

ど
を
要
望
し
ま
し
た
。
詳
し
い
要

望
内
容
な
ど
は
、

9
月
号
に
掲
載

す
る
予
定
に
し
て
い
ま
す
。
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u
d

ふ
る
さ
と
大
村
市
の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て

川町

|

東
京
大
村
会
開
催

|

東
京
在
住
の
大
村
出
身
者
で
組
織
す
る
東
京
大

村
会
総
会
が
約
百
人
が
参
加
者
し
て
賑
や
か
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
先
立
ち
甲
斐
田
市
長
は
、
森
園
公
園
オ

ー
プ
ン
・
国
道

M
号
・
久
原
梶
ノ
尾
線
な
ど
交
通

体
系
の
進
捗
状
況
説
明
・
農
業
の
現
状
説
明
な
ど

を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
「
ふ
る
さ
と
大
村
」

が
着
実
に
発
展
し
て
い
る
状
況
を
耳
に
し
て
、
大

村
の
未
来
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

会
場
に
展
示
し
て
い
た
大
村
桜
や
花
菖
蒲
の
写
真

を
見
て
、
更
め
て
美
し
い
ふ
る
さ
と
大
村
へ
の
想

い
を
深
く
し
て
い
ま
し
た
。
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ヤ
ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
コ
!
ス

7
講
習
会

参
加
・
実
践
型
交
通
安
全
教
育
講
習
i

自
家
用
車
を
利
用
し
た
実
践
型
の
交
通
安
全

講
習
会
が
、
運
転
免
許
試
験
場
で
聞
か
れ
、
ヤ

ン
グ
ド
ラ
イ
バ
ー
引
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
自
分
が
加
害
者
・
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ

う
、
各
自
が
目
的
意
識
を
持
っ
て
講
習
を
受
け
、

今
後
の
運
転
に
役
立
て
て
ほ
し
い
」
と
の
島
助

役
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
受
講
生
は
三
班
に
分
か

れ
て
、
車
両
点
検
の
要
領
や
法
規
走
行
の
実
技

な
ど
で
、
安
全
運
転
の
基
本
を
再
認
識
し
て
い

ま
し
た
。

沼
夏
到
来
。
フ
i
ル
開
き

.

!
大
村
市
民
プ

i
ル

大
村
市
民
の
夏
の
手
軽
な
レ
ジ
ャ
ー
の
場
と
な
っ
て
い
る
大
村

市
民
プ
ー
ル
が
、
今
年
も
ち
び
っ
こ
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

プ
ー
ル
聞
き
の
こ
の
日
は
、
梅
雨
の
中
休
み
で
、
夏
ま
っ
盛
り

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
暑
い
一
日
と
な
り
、
昨
年
の

2
倍
の

2
、
8

0

0
人
を
越
え
る
入
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夏
休
み
の

到
来
が
待
ち
遠
し
い
子
ど
も
た
ち
の
か
ん
声
、が
、
一
日
中
続
い
て

い
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
1
0
1歳

山
田
キ
ク
さ
ん
(
明
治
犯
年
7
月
1
日
生
ま

れ
・
松
並

一
丁
目
)
が

1
0
1
歳
の
誕
生
日
を

迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

甲
斐
田
市
長
が
山
田
さ
ん
の
自
宅
を
訪
れ
、

お
祝
い
の
花
束
や
長
寿
祝
金
な
ど
を
送
り
ま
し

た
。
山
田
さ
ん
は
特
に
病
気
も
せ
ず
、
時
々
近

く
の
ス
ー
パ
ー
に
買
い
物
に
出
か
け
る
ほ
ど
元

気
で
、
市
長
は

「今
日
は
よ
う
や
く

一
歳
の
誕

生
日
で
す
ね
」
と
、
長
寿
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

-E書画面膏週・

.宮製はがき・封書

・ 「市民の声ファ ックスJFax54-6600 
・ 「市長さんこんにちは」

(投書箱:市役所、各出張所に設置)

などを利用して次の事項を記入のうえ、
送ってください。
①質問事項 ci住所・氏名・電話番号

「資源ごみの収集日回数を増やして!J 
からごみの分別方法が変わり、資源ごみ

冶帯加する結果になるので、資源ごみの収集

回数を増やしてほしいです。

-区也E靖国苗団葺諸白~

干856-8686 玖島 1丁目25番地
大村市役所秘書広報課内 (内線204)
「市長さん 1はいっリ係

..L 7月から「容器包装リサイクル法jの全面

施行で、資源ごみが増加すると思われます。

そこで今回は「燃やせないごみJの回収日に

収集することに しています。収集回数の増加

については、状況をみなが、ら検討してまいり'

ます。

市
長
さ
え

思
い
つ
/⑫

私がお答えします

'大
村
市
長
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f大村市立幼稚園整備計画j概要について
大村市立幼稚園の施設数及び定員数は、本市における小学校就学前幼児人口がピークであった昭和50年代のままとな

っており、市立幼稚園就国状況は近年の少子化傾向の影響もあり、平成4年度以降50%を割り込んでいる状況です。

こうした中、現行の 5歳児単年保育を見直し、平成13年4月1日から下記のとおり f4歳・ 5歳児2年保育導入」を

計画しました。また、 2年保育実施のために本市の財政状況等を考慮、し、 「市立幼稚園の統廃合Jを実施することとし

ています。

なお、これらの一連の処置に関する条例等については、 9月定例市議会に提案することとしています。

幼稚園名 λ="とー司 員 学級数

一 浦 30人(4歳児 5 ・5歳児25) 1 (混合)

戸~ 田 30人(4歳児 5 ・5歳児25) 1 (混合)

大 村 100人(4歳児30・5歳児70) 3 (4歳児 1クラス・ 5歳児 2クラス)

西大村 100人(4歳児30・5歳児70) 3 (4歳児 1クラス・ 5歳児 2クラス)

放虎原 70人(4歳児14・5歳児56) 2 (混合 2クラス)

竹松 100人(4歳児30・5歳児70) 3 (4歳児 1クラス・ 5歳児 2クラス)

ネE3 重 30人(4歳児 5 ・5歳児25) 1 (混合)

松 原 30人(4歳児 5 ・5歳児25) 1 (混合)

城 廃 国

中 央 廃 国

言十 ~人( 4歳児凶・ 5歳児366)

本整備計画は、 平成13-14年度実施状況を見定めて平成15年度末までに見直すこ ととしています。
(平成13年度園児募集は、 11月に予定しています。)

-問い合わせ 教育委員会庶務課(内線363・377)

おおむらを桜のまちに

桜の苗木無料配布
「桜のまちおおむらJを広くアピール

するため、市内全域を対象に桜の植樹を

推進するもので、今回希望者の申し込み

を受け付けます。

φ配布対象企業、町内会、個人など

.申込期間 8月1日-11月15日

@配布時期 12月初旬 ソメイヨ シノの

苗 (高さ2.5m、幹周10cm)500本程度

※桜の植付および管理については各々にてお

願いします。

※申込多数の場合は、先着順とし、次年

度以降も継続して配布する計画です。

E申し込み ・問い合わせ

都市計画課公園緑地係(内線431)

8月は、道路をまもる月間です
道路は、私たちの生活になくてはなら

ない大切な財産です。建設省では、安

全で快適な道路環境を保持するため、

交通安全施設等の点検整備・道路の正

しい利用と道路愛護思想の普及の徹底

を図り、道路を常に広く美しく、安全

に利用するために、 8月を道路を守る

月間として全国的な運動を展開してい

ます。

また、 8月10日を 「道の日」として

道路の意義-重要性に対する関心と道

路愛護の精神を高めるために様々な取

り組みを行っています。安全で広く 美

しく利用できるように協力をお願いし

ます。

:.・ー・..... 
...・・・・.‘...‘ ・・1陸軍

空ーヨL'_..・‘
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指定袋によるごみの収集を始めます
平成13年4月1日から

個人屈および希望する町内会など、市内で 200箇所程度

を予定しています。

平成13年4月1日

2 対象ごみ
週2回収集 している 「燃やせるごみ」

実施時期

6 見本品の配布
指定袋の見本品 20枚を、来年 1月に全世帯に無料で

配布 を予定しています。

，・・ 崎、
，' 清掃課からのお知らせ ¥ 

季節がら、ごみの増加する時期になりました。 ，

特に、お盆の前後はごみが集中しますので、計画的にごみを出 E 

すようにしてください。

お盆期間申のごみ収集およびし尿くみとり : 
01燃やせるごみj・・・平常どおり
01燃やせないごみJ'I資源物J-"8割表とおり ! 

どうしてもごみを処分したいと思われる方は、持ち込みができ i 
ます。

01し尿くみとりJ"'8月 15日(火).16日(水)休み E 
緊急時の連絡は 大村清掃 53-0233 

岩藤清掃 55-3247 
野田清掃 55-8440 

も ※ 清掃センターへの持ち込みについては、 ， 、、 「ごみ出しガイドjを参照してください。 ，' 
‘・圃幽圃欄欄欄聞・・・・園田園欄幽醐圃圃圃，

3 -， 指定袋導入の趣旨

現在の大量生産、大量消費、大量廃棄の生活方式を見

直し、国の方針でもある廃棄物の循環型社会へ移行する

ため、 分別 ・リサイクルを よ り進める必要があります。

また、ごみを大量に出す人と 、減量化 に努力 した人との

不公平 を解消する必要があります。

4 ごみ処理手数料
ごみ処理手数料は、市指定の 45リッタ一入り 大袋 l

袋 30円、 20リッタ一入り小袋 1袋 15円です。

5 販売方法
指定袋 は、大小それぞれ 20袋 を lセ ッ トとし、大 1

セ ッ ト600円、小 lセ ッ ト300円で販売します。

販売 は、スーパーマーケ ッ ト、 コンビニエ ンスストア、

| 7月から実施しています1その他のプラスチック容器jの資源回収について、よくお問い合わせのあるものについてお答えします。|

図 鰐 5三軍ヂるものとならないもの(燃やせるごみ)との遣いは 図 資源として f不燃物の巴jに出す湯合に、特に問題となることは?

図?523T講習2詑幻tf湾計年最説話な 図腎3725r誌課沼ZK22ぶ設計三:35
っていないポリ袋類 (透明であれ、色つきであれ)は資源となりま がボトルに混じ っているのも困ります。また、資源とならないアル
せんので、燃やせるごみで出してください。 ミはく、銀紙などが内外に使われている袋・容器類、牛乳パックな

どは「燃やせるごみ」で出してくださし、。

図 6月に試行した町内の結果は?

図 ①燃やせるごみでは、心配されたレジ袋ばかりのものはありません
でした。燃やせるごみは 3分の 1に減ったとの町内会長さんのお話
でした。
②資源として出された分については、ほとんどきれいすぎるくらい
に洗つでありました。ただ、ソースやしょうゆの汚れた小袋が入っ
たものが 1つあったほか、資源にならないハンガーや洗面器類も一
部入っていました。
③A類 (卜レー以外の容器・ふた類)は、かさばるのでつぶしても
よいのですが、ほとんどつぶされていませんでした。

図 小さいものまで資源として出す必要があるのでしょうか?

図 あまり小さいものは、燃やせるごみで出して結構です。特にお菓子
の包みやソース・しょうゆの小袋類なとは、洗浄に手聞がかかるの
で、無理して資源として出す必要はありません。 (6月に試行した
町内では、汚れた小さい袋類が入っていました。)

• 
|8/6 (目 ) I ~~~害義整備を行いましよう!

• • • • • • • • • • • • • 
問O(目)Iラ燃賠君主かびか

• • • • • • • • • • • 
市
内
に
散
乱
し
て
い
る
ご
み
の
回
収
と

空
地
な
ど
の
除
草
を
お
こ
な

い
ま
す
。

O
日
時

8
月
6
日
(
日
)

午
前

7
時
却

分

i
8
時
却

分

O
実
施
場
所

各
町
内
、
お
よ
び
大
村

公
園

・
大
上
戸
川
の
2
中
央
会
場

O
実
施
方
法

①
各
家
庭
で
は
、
家
族
で
家
の
ま
わ
り

の
清
掃
等
を
行

っ
て
く
だ
さ
い
。

②
各
町
内
で
は
、
各
家
庭
・
子
ど
も
会

・
婦
人
会

・
老
人
会
な
ど
に
呼
び
か

け
て、

町
内
の
道
路
・
広
場

・
公
固

な
ど
を
清
掃
し
て
く
だ
さ
い
。

③
大
村
湾
沿
岸
や
川
の
周
辺
の
町
内
で

は
、
沿
岸
や
河
岸
の
清
掃
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

「大
村
湾
を
き
れ
い
に
す
る
会」

大
村

支
部
で
は
、
ふ
る
さ
と
の
き
れ
い
な
海
や

川
を
子
ど
も
た
ち
に
残
し
た
い
、
そ
ん
な

思
い
か
ら
大
村
湾
の
沿
岸
清
掃
を
行
っ
て

い
ま
す
。

(年
2
回
実
施
)

あ
な
た
も
早
朝
の
さ
わ
や
か
な
空
気
の

中
で
、
海
岸
を
び

っ
か
ぴ
か
に
し
ま
せ
ん

カ

?

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

O
日
時

8
月
初
日
(
日
)

午
前

7
時
加
分
か
ら

1
時
間
程
度

。
集
合
場
所

大
村
公
園
南
堀
駐
車
場

(玖
島
川
i
大
村
高
校
ボ

l
卜
部
艇

庫
付
近
の
海
岸
で
行
い
ま
す
)

※※※  
雨 ごい当
天み 。日
の袋は
場は手
合 蔓袋
は 宮
中、、長
止 占 靴

と量全
手足 局
。し意
まく
すだ
。 さ

-7-



6/~ ・Di歩き -み-ふれる歴史の道」

一長崎街道ウオーク開催される
6月11日に全国の古道を歩く歴史の道全国大会が長崎県下の長崎街道

で行われました。大村市では、出発会場の一つ松原小学校には、前日ま

での雨にもかかわらず、500人ほどの参加者が集まり 、松原宿を見学し 、

東彼杵へと歩いていきました。松原小学校では、地元の郷土芸能松原浦

女相撲甚句踊なども披露されました。

，、
CAMERA SPOT 

6/41赤米の郷で田植え体験

赤米の郷で西大村小学校の 5年生約150人
が田植えを行いました。初めて体験する児

童は実行委員の指導を受けながら苗を植え

ていました。秋に収穫される赤米は神社に

奉納されます。

(、

61111.‘ 岨，豆剣士、
「第15回おおむら菖蒲まつり少年剣道大会」が、

県外も含め164のチームを集めて、シ-ハットお

おむらで開催されました。日ごろ鍛えた技で、メ

ンやドウが決まるごとに、応援に来ていた家族の

声援が会場内に響いていました。

一本.ゲ

( 二 三 二 二-

----♂~-一一

「第13回ふれあい相撲大会Jが黒木小学校で開

かれ、市内8小学校から男女200人あまリがちび、っ

こ横綱をめざしました。土俵の上での熱い取組に、

大人たちの声援もヒートアップしていました。

18暑さもへっちゃら
はつけよい.ゲ

6/41美しい教声が響く!

「第20回大村市合唱祭」が市民会館で市内の合唱グ

jレ プ11団体約400人が参加して開かれました。各グ

ループは、得意の曲で聴衆を魅了するハーモニーをかも

し出していました。

6⑪ちびっこ画{自集合!

「第12回花の街スケッチ大会Jが大村公園で聞かれ、多

くの子どもたちが参加しました。みんなは好きな場所を選

んで、 色とりどリに咲いた花しょうぶなどを題材にして、

絵筆やクレヨンなどを手にしていました。

フ
ラ
ワ
ー
フ
エ
ス
タ

参
加
者
募
集

-8-

花
と
の
ふ
れ
あ
い
を
体
験
し
な
が
ら
「
水
と
緑

と
花
の
ま
ち
」

w

つ
く
り
の
推
進
に
つ
な
げ
る
目
的

で
開
催
し
ま
す
。

-
日
時

9
月
お
日
出
、
午
前
9
時
j
午
後
3
時

国
場
所

市
民
会
館
お
よ
び
市
民
会
館
駐
車
場

H
募
集
H

「ガ
l
デ
ニ
ン
グ
教
室
」

(
1時
間
半
程
度
)

募
集
{
吾
貝

お
人

受
講
料

無

料

講
師

金
子
琢
磨
氏
(
大
村
城
南
高
等
学
校
教
諭
)

「
フ
ラ
ワ
ー
カ
レ
ッ
ジ
」

(
1時
間
半
程
度
)

募
集
定
員

初
人

教
材
費

2
、

0
0
0
円

講
師

森
洋
子
氏

(
J
F
T
D
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
ジ
ャ
パ
ン
カ

ッ
プ
優
勝
)

「
コ
ン
テ
ナ
ガ
i
デ
ニ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
」

(
各
賞
あ
り
)

募
集
定
員

閃
人

参
加
費

無
料

植
木
鉢

・
プ
ラ
ン
タ
I
に
植
え
付
け
た
美
し
い
花

を
持
ち
寄
り
ま
し
ょ
う
。

「
フ
ラ
ワ
ー
メ
l
ル
バ
ル
ー
ン
」

募
集
定
員

5
0
0
人

参
加
費

無
料

花
の
種
の
入
っ
た

5
0
0個
の
風
船
に
願
い
事
を

書
い
て
い
っ
せ
い
に
飛
ば
し
ま
す
。

-
申
込
締
切

8
月
況
日
同

-
申
込
・
問
い
合
わ
せ

大
村
商
工
会
議
所
青
年
部
(
岱
⑬

4
2
2
2
)

(1 

青
年
団
員
募
集

大
村
市
青
年
団
連
絡
協
議
会
で
は
、
市
内
在
住

の
方
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
ホ
〈
流
や
仲
間

作
り
に
興
味
の
あ
る
方
、

ま
た
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を

や
っ
て
み
た
い
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
や
っ
て

み
ょ
う
か
な
と
思
う
方
は
左
記
の
連
絡
先
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

-
申
込
・
問
い
合
わ
せ

コ
ミ
セ
ン

(
宮
⑪

3
1
6
1
)

-9-
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NO.2 -桜が原中学校編-

道徳的実践ができる生徒の育成をめざして」「自 ら考え判断し、

桜
が
原
中
学
校
は
、
開
校
し
て
H
年

目
に
入
り
ま
し
た
。
そ
の
名
の
通
り
、

校
門
か
ら
は
桜
並
木
が
校
内
の
至
る
所

へ
と
続
い
て
い
ま
す
。

6
9
9
名
の
生

徒
た
ち
は
、
日
々
そ
の
桜
並
木
に
迎
え

ら
れ
て
登
校
し
、
明
る
く
活
動
し
て
い

ま
す
。

①

「
道
徳
の
授
業
」
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す

「心
の
教
育
」
の
充
実
を
め
ざ
し
て
、

週
1
回
の
「
道
徳
の
授
業
」
を
大
切
に

し
て
い
ま
す
。
道
徳
の
授
業
の
成
果
は
、

校
則
を
守
る
な
ど
の
日
々
の
生
活
や

様
々
な
学
校
行
事
の
中
で
生
徒
た
ち
が

協
力
す
る
姿
に
し
っ
か
り
と
現
わ
れ
て

い
ま
す
。
生
徒
も
先
生
も

一
緒
に
が
ん

ば
っ
て
い
ま
す
。

学
級
ご
と
に
全
校
生
徒
が
参
加
す
る

「朝
の
あ
い
さ
つ
運
動
」

ミ》

②

一
人
ひ
と
り
の
生
徒
を
大
切
に
し
た

教
育
を
行
っ
て
い
ま
す

本
校
に
は
、
最
近
外
国
か
ら
転
入
し

て
き
た
生
徒
が
通
学
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
現
在
日
本
語
の
学
習
の
た
め
に
、

ポ
ル
ト
ガ
ル
語
と
中
国
語
の
先
生
に
お

い
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
先
生
も
勤
務

さ
れ
て
お
り
、
生
徒
や
保
護
者
の
悩
み

に
、
専
門
的
な
立
場
で
相
談
に
応
じ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

③
保
護
者
と
の
連
携
を
深
め
た
教
育
を

進
め
て
い
ま
す

保
護
者
と
の
連
携
の

一
つ
と
し
て
、

情
報
の
交
換
は
大
切
な
も
の
で
す
。
学

校
の
情
報
は
、
学
級
、
学
年
、
学
校
だ

よ
り
等
で
家
庭
へ
伝
え
て
い
ま
す
。

「
桜
中
だ
よ
り
」
で
は
、
学
校

の
よ
う
す
だ
け
で
な
く
、

学

校
の
考
え
や
最
近
の
教
育
の

動
き
な
ど
多
く
の
情
報
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
保
護
者
の

学
校
へ
の
関
心
も
高
く
、

P

T
A
の
会
合
、
毎
学
期
の
学

級
懇
談
会
な
ど
へ
の
参
加
者

も
多
く
、
連
携
の
成
果
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
「
学
校
開
放
日
」
を

設
け
、
保
護
者
だ
け
で
な
く

地
域
の
方
々
に
も
自
由
に
学

校
を
見
て
い
た
だ
く
こ
と
を

考
え
て
い
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
除
草
作
業

(今
回
は
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
)

④
生
徒
が
主
体
的
に
活
動
し
て
い
ま
す

学
級
で
、
生
徒
会
で
、
部
活
動
で
生

徒
た
ち
の
主
体
的
な
活
動
が
光
っ
て
い

ま
す
。
生
徒
会
の
組
織
の
一
つ
に
、

他

に
は
あ
ま
り
な
い
「
人
権
委
員
会
」
と

い
う
専
門
部
が
あ
り
ま
す
。一

人
ひ
と

り
を
大
切
に
し
、
人
権
意
識
を
高
め
よ

う
と
全
校
に
呼
び
か
け
た
り
、
人
権
集

会
や
平
和
集
会
を
主
催
し
て
い
ま
す
。

部
活
動
も
生
徒
の
主
体
的
な
活
動
が
中

心
で
、
加
%
以
上
の
生
徒
が
加
入
し
て

お
り
、
各
種
大
会
で
も
す
ば
ら
し
い
成

績
を
残
し
て
い
ま
す
。

生
徒
が
い
て
学
校
が
あ
り
ま
す
。
す

べ
て
の
生
徒
が
幸
せ
に
生
活
で
き
る
こ

と
が
基
本
で
あ
る
と
全
職
員
で
確
認

し、

一
人
ひ
と
り
を
大
切
に
し
た
教
育

を
す
す
め
て
い
ま
す
。

際
ゆ
品
葉
。
定
一

大
村
藩
の
名
刀
工

明
治

5
年
ロ
月
6
日
、
大
村
藩

最
後
の
万
工
・
林
重
秀
が
没
し
ま

し
た
。
享
年
六
十
五
歳
。
明
治
政

府
が
廃
万
令
を
発
す
る
の
は
、
そ

れ
か
ら
4
年
後
の
明
治
9
年
の
事

で
す
。

林
重
秀
は
文
化

4
年

(
1
8
0

7
)、
大
村
藩
足
軽
の
子
と
し
て
生

ま
れ
ま
し
た
。
翌、

文
化

5
年
に

は
、
オ
ラ
ン
ダ
船
に
偽
装
し
た
イ

ギ
リ
ス
軍
艦
フ
ェ

1
ト
ン
号
が
長

崎
港
に
乱
入
し
、
長
崎
奉
行
が
責

任
を
と
っ
て
切
腹
し
た
「
フ
ェ
1

ト
ン
号
事
件
」
が
起
こ
り
、
長
崎

警
護
役
の
大
村
藩
に
は
緊
張
が
走

り
ま
す
。

幕
末
へ
向
か
う
緊
張
感
み
な
ぎ

る
時
代
に
生
ま
れ
た
重
秀
は
、
再

び
武
具
が
必
要
と
な
る
時
代
が
近

い
と
感
じ
、
万
工
を
志
し
、
藩
に

願
い
出
て
、
江
戸
で
活
躍
中
の
名

匠
荘
司
直
胤
の
門
人
と
な
っ
て
修

業
を
重
ね
、

「万
剣
鍛
治
惣
皆
伝
」

を
授
け
ら
れ
る
ほ
ど
の
腕
前
に
な

り
ま
し
た
。

大
村
に
帰
っ
て
か
ら
は
、
藩
の

御
用
鍛
治
に
命
じ
ら
れ
活
躍
し
ま

す
。
屋
敷
は
現
在
の
杭
出
津
の
昭

和
通
り
に
あ
り
ま
し
た
。
幕
末
の

動
乱
の
中
で
、
万
の
需
要
は
高
ま

ー
文
化
財
は
語
る

|
④
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手本?

重
禾
乃

り
、
特
に
、
大
村
藩
を
代
表
す
る

剣
豪
渡
辺
昇
(
後
の
大
阪
府
知
事
)

も
愛
用
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。万

に
は
、
様
々
な
鍛
え
方
や
形

が
あ
り
、
そ
れ
は
波
紋
な
ど
に
現

れ
る
の
で
す
が
、
林
重
秀
は
様
々

な
技
法
を
会
得
し
て
お
り
、
大
変

上
手
な
万
工
と
し
て
、
近
年
、

万

剣
界
で
評
価
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

※
こ
の
資
料
は
、

8
月
お
日
ま
で

市
立
史
料
館
で
展
示
さ
れ
ま
す
。

今
回
展
示
す
る
万
は
、
重
秀
の
刀

の
中
で
も
最
高
の
出
来
と
評
価
さ

れ
る
逸
品
で
す
。



岩
手
公
園
設
計
図

(
緑
の
情
報
セ
ン
タ
ー
所
蔵
)

占岳民争
終

竺
樹
災
対
胡
叫

札
幌
大
通
公
園
に
見
る
先
見
の
明

《
安
平
が
携
わ
っ
た
全
国
の
公
園
②
》

-
大
通
公
園
(
北
海
道
札
幌
市
)
は
、
現
在
札
幌
市
街
地
の

中
央
を
東
西
に
走
り
、
西
一
丁
目
か
ら
西
十
二
丁
目
に
至
る

遁
這
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
当
時
こ
の
通
り
の
本
来
の
使
命

は
防
火
線
で
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
後
志
通
と
よ
ば
れ
、

空
き
地
で
あ
っ
た
り
、
農
事
博
覧
会
の
会
場
や
、
花
園
や
林

構
菌
と
し
て
利
用
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
明
治
位
年
に
安
平

に
よ
り
西
三
丁
目
か
ら
西
九
丁
目
の
区
開
設
計
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
通
り
を
三
年
の
年
月
を
か
け
て
、
植
樹
、
牧
草

の
播
種
、
園
路
の
新
設
な
ど
の
整
備
が
行
わ
れ
防
火
線
の
機

能
は
残
し
た
ま
ま
公
園
の
形
を
整
え
て
い
き
ま
し
た
。

-
足
羽
山
公
園
(
福
井
県
福
井
市
)
は
、
明
治
お
年
橋
南
の

大
火
で
、
足
羽
山
の
自
然
も
施
設
も
す
っ
か
り
荒
廃
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
市
民
は
唯
一
の
遊
園
地
を
失
い
ま
し

た
が
、
福
井
市
は
財
政
難
の
た
め
容
易
に
復
興
に
手
を
つ
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
位
年
当
時
皇
太
子
で

あ
ら
れ
た
大
正
天
皇
が
福
井
市
に
行
啓
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
、
福
井
市
は
こ
れ
を
機
に
記
念
事
業
と
し
、
東
京
か

ら
安
平
を
招
き
足
羽
山
を
整
備
し
公
固
化
す
る
計
画
を
立
て

ま
し
た
。
し
か
し
、
足
羽
山
公
園
建
設
に
は
多
大
な
事
業
費

を
必
要
と
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
市
内
外
か
ら
積
極
的
な
協

力
を
得
て
、
土
地
、
金
品
、
労
力
な
ど
の
寄
付
が
続
々
と
集

ま
り
遂
に
一
大
工
事
が
見
事
完
了
し
ま
し
た
。
当
時
公
園
建

設
に
は
力
士
も
力
仕
事
を
し
て
働
い
た
と
い
い
ま
す
。

A
V
岩
手
公
園
(
岩
手
県
盛
岡
市
)
は
、
明
治
お
年
盛
岡
域
社

に
安
平
の
手
に
よ
り
設
計
さ
れ
た
公
園
で
あ
り
ま
す
。
盛
岡

城
は
慶
長
2
年

(
1
5
9
7
)
に
浅
野
長
政
に
よ
り
築
城
起

工
し
、
元
和
5
年

(
1
6
1
9
)
完
成
し
ま
し
た
。
明
治
元

年
朝
廷
の
直
轄
と
な
り
、
明
治
お
年
岩
手
県
の
管
理
経
営
と

長
岡
安
平
は
、
大
村
藩
出
身
で
、
明
治
・
大
正
の
時
代
に
東
京
の
芝
公
園
を
は
じ
め
、

全
国
各
地
の
公
園
・
庭
園
の
設
計
や
街
路
樹
苗
木
の
育
成
、
史
跡
・
名
勝
・
天
然
記
念

物
の
保
存
に
尽
力
し
た
人
物
で
す
。

「
祖
庭
長
岡
安
平
明
治
の
造
園
設
計
家
」
と
い
わ
れ
た
、
安
平
の
人
物
・
功
績

に
ふ
れ
、
彼
の
偉
大
さ
を
郷
土
の
誇
り
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
り
ま
す
。
岩
手
公
園
は
当
時
の
城
壁
を
残
し
た
ま
ま
設
計

さ
れ
、
安
平
の
公
園
設
計
の
特
色
と
も
い
え
る
運
動
場
及
び

池
も
当
時
の
ま
ま
残
っ
て
お
り
、
当
時
植
栽
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
桜
の
木
も
数
多
く
現
存
し
て
い
ま
す
。
ま
た
域
社
内
に

は
左
右
対
称
の
幾
何
学
模
様
の
花
壇
が
設
計
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
当
時
の
開
園
を
伝
え
る
新
聞
記
事
に
は
何
ら
か
の
理

由
に
よ
り
変
更
さ
れ
た
別
の
デ
ザ
イ
ン
の
花
壇
が
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

-
悠
久
山
公
園
(
新
潟
県
長
岡
市
)
は
、
大
正
6
年
安
平
の

手
に
よ
り
設
計
さ
れ
ま
し
た
。
安
平
は
現
地
調
査
を
し
た
結

果
、
こ
の
悠
久
山
は
背
後
に
鋸
山
連
峰
、
西
方
に
信
濃
川
、

越
後
平
野
を
一
望
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
で
、
で
き
る

限
り
自
然
を
損
な
わ
な
い
よ
う
に
し
、
次
の
こ
と
を
原
則
と

し
て
公
園
建
設
に
努
め
て
い
ま
す
。
公
園
内
の
樹
木
は
展
望

を
妨
げ
る
も
の
以
外
は
伐
採
し
な
い
。
樹
木
の
補
植
は
悠
久

山
に
あ
っ
た
樹
木
も
し
く
は
国
産
樹
木
で
外
国
産
の
樹
木
は

決
し
て
植
え
な
い
。
下
木
及
び
下
草
も
樹
木
同
様
に
手
入
れ

を
し
少
な
い
と
こ
ろ
に
は
補
植
を
す
る
。
落
ち
葉
は
、
道
路
、

広
場
等
の
特
殊
な
場
所
以
外
は
全
て
放
置
す
る
。
樹
木
・
草

花
の
採
取
は
学
術
研
究
の
た
め
の
み
許
可
す
る
。
道
路
は
砂

又
は
細
砕
石
面
と
し
、
坂
路
は
堅
木
又
は
天
然
石
で
段
差
を

設
け
る
よ
う
に
す
る
。
以
上
の
よ
う
に
安
平
は
自
然
を
生
か

し
、
現
地
の
地
形
を
生
か
す
よ
う
な
公
園
"つ
く
り
を
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
こ
の
悠
久
山
公
園
だ
け
で
な
く

自
然
を
利
し
て
建
設
さ
れ
た
他
の
公
園
に
も
同
様
の
こ
と
が

い
え
ま
す
。
こ
の
自
然
を
生
か
す
安
平
の
手
法
は
す
ば
ら
し

い
も
の
で
あ
り
、
今
後
都
市
公
園
を
建
設
す
る
際
に
は
参
考

に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大

是
・
え
咋
地
時
九

晶
司

A

Z

H

拡
義
母
『
吟
哩

大通公園設計図 (緑の情報センタ一所蔵)
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このコーナーでは、「私の作昂*僕の作昂jや「ふたりで50年J
に登場する人を募集しています。

また、市政への質問やご意見などもどしどしお寄せください。

干856-8686 玖島 1丁目25 大村市秘書広報課
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ふたりで50年
(74歳): 

(74歳):

4 
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「いつまでも体を ;

動かしていたいJ，，-， ・

一日泊町一

昭和24年4月8日入籍

畜産への

明るい展望をもって

大
学
卒
業
後
に
故
郷
に

戻
り
、
両
親
と
と
も
に

2

2
0
頭
の
牛
の
世
話
に
汗

を
流
し
て
い
ま
す
。
真
剣

に
畜
産
農
家
を
継
ご
う
と

思
っ
た
の
は
、
こ
の
大
学

の
入
学
後
だ
と
か
。
将
来

は

5
0
0
頭
ほ
ど
の
規
模

に
し
た
い
と
語
る
北
嶋
さ

ん
で
す
が
、
子
牛
の
買
い

付
け
や
牛
を
管
理
す
る
技

術
な
ど
で
は
ま
だ
ま
だ
父

親
の
足
元
に
も
及
ば
な
い

と
笑
い
ま
す
。

今
年
は
牛
の
伝
染
病
で

あ
る
口
蹄
疫
が
、
九
州
で

も
発
生
し
て
問
題
に
な
り

ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
直

接
の
影
響
は
な
か
っ
た
そ

う
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
安

全
で
お
い
し
い
牛
肉
を
、

多
く
の
方
へ
提
供
し
て
い

く
こ
と
が
自
分
の
仕
事
と

話
す
北
嶋
さ
ん
。

後
継
者
不
足
な
ど
の
た

め
に
、
年
々
減
少
し
て
い

く
畜
産
農
家
の
中
に
あ
っ

て
、
将
来
の
夢
を
し
っ
か

り
持
っ
た
頼
も
し
い
好
青

年
で
す
。

f 

北山鳥 邦B召さん

(東大村 2丁目)

-w-ee----
，
a'

・
・
ea-----

⑥

挽

we--a'asea---

も
と
も
と
小
学
校
の
同
級
生
い
時
が

一
番
困
る
ん
で
す
よ
、

だ
っ
た
と
い
う
お
ふ
た
り
。
昔
と
の
こ
と
で
す
が
、
先
日
は
教

よ
く
あ
っ
た
よ
う
に
、
親
が
結
員
に
な
っ
た
時
の
最
初
の
教
え

婚
へ
の
段
取
り
を
決
め
て
い
子
に
叩
年
ぶ
り
に
出
会
い
、
声

て
、
そ
の
流
れ
の
中
で
い
つ
の
を
か
け
ら
れ
て
と
て
も
嬉
し
か

ま
に
か

一
緒
に
な
っ
て
い
た
そ
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

う
で
す
。

退
職
後
も
地
域
社
会
で
い
ろ

ご
主
人
は
教
員
歴
が
均
年
を
ん
な
役
員
な
ど
を
ま
か
さ
れ
、

越
え
た
ベ
テ
ラ
ン
。
昔
は
県
道
今
で
も
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り
で

が
通
つ
て
な
く
て
、
通
勤
の
た
き
な
い
そ
う
で
す
。
し
か
し
、

め
鈴
固
ま
で
は
歩
く
し
か
な
ま
だ
老
け
る
の
は
早
い
の
で
、

く
、
夜
は
暗
い
山
道
を
月
明
か
畑
仕
事
な
ど
何
で
も
い
い
か
ら

り
を
頼
り
に
帰
宅
し
て
い
た
そ
体
を
動
か
し
て
い
た
い
、
と
の

う
で
す
。
帰

り

が

遅

い

と

、

自

こ

と

。
今
も
ゲ

l
ト
ボ
l
ル
や

宅
の
奥
さ
ん
は
心
配
し
て
い
た
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
し
て
い
ま

と
か
。

す
が
、
何
か
夫
婦
共
通
の
新
し

教
え
子
に
バ
ッ
タ
リ
出
会
つ
い
趣
味
で
も
探
し
出
せ
れ
ば
、

た
際
に
、
名
前
を
思
い
出
せ
な
と
思
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

私
の
髪
の
色
が
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
少

し
ず
つ
気
付
か
な
い
う
ち
に
、
白

髪
が
増
え
て
き
た
こ
と
は
、
時
が

圃

流
れ
青
年
時
代
が
既
に
過
ぎ
去
っ

-

3

‘

た
と
い
う
こ
と
で
す
。
日
本
で
年

目

U
M

を
取
る
こ
と
は
、
少
し
肩
身
の
狭

7
k

い
こ
と
で
、
若
さ
が
異
常
に
も
て

園
ァ
札
れ

は
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
若
者
に
対

-

4
1

抗
す
る
つ
も
り
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

四

4

若
さ
だ
け
が
素
晴
ら
し
い
と
い
う

園

、
ノ

流
行
を
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
雑
誌
、

プ

対

テ
レ
ビ
、
映
画
、

ト
l
ク
シ
ョ
ウ

圃

1
』

な
ど
は
、
若
い
芸
能
人
で
あ
ふ
れ

田

守
う

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
彼
ら
の
真

田

4
L

意
が
よ
く
理
解
で
き
ず
、
な
ぜ
あ

ア

生

ん
な
に
た
く
さ
ん
話
を
で
き
る
の

園

理
片

か
驚
い
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
多

プ

R

く
の
人
生
経
験
を
積
む
ほ
ど
長
く

一

O

生
き
て
は
い
ま
せ
ん
。

圃

V
-

私
が
幼
い
頃
、
年
配
の
芸
能
人

-
4

に
人
気
が
あ
り
ま
し
た
。
女
性
は

-
勺

cd

ω代
以
上
が
最
も
魅
力
的
で
、
男

一

A

性
は
も
う
少
し
後
で
し
た
し
男

圃

性
の
白
髪
は
特
に
魅
力
的
だ
と
考

.

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
若
さ
を
保
つ
こ
と
は
、

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
も
少
し
ず
つ

一
般
的
に
な
り

つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
日
本
ほ
ど
強
烈
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
先
週
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ブ
ラ
ジ

ル
の
報
道
の
要
約
を
読
み
ま
し
た
。
両
国
で

新
し
い
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
が
始
ま
り
、
そ
れ
に

つ
い
て
多
く
の
報
道
が
な
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
大
西
洋
を
隔
て
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
ブ
ラ

() 

ジ
ル
で
最
も
愛
さ
れ
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
の

女
優
が
、
長
年
の
ブ
ラ
ン
ク
を
超
え
て
テ

レ
ビ
に
戻
る
と
い
う
大
き
な
見
出
し
が
あ

り
ま
し
た
。
記
事
は
彼
女
の
写
真
と
、
「
彼

女
は
一戻
っ
て
き
た
。
門
出
蔵
を
迎
え
て
い
る

今
、
最
も
美
し
い
。」

と
い
う
内
容
の
見
出

し
で
満
た
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
真

実
で
す

o
m歳
の
頃
よ
り
も
、
今
の
彼
女

は
美
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
多
く

の
テ
レ
ビ
番
組
が
、
印
歳
を
迎
え

圃

た
有
名
な
男
優
に
イ
ン
タ
ヴ
ュ
l

田
を
し
て
お
り
、
そ
れ
は
女
性
に
最

闘
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
白
髪
の
男

闇
優
は
、
今
で
も
魅
力
的
だ
と
考
え

聞

ら
れ
て
い
ま
す
。

四

年
を
重
ね
る
楽
し
さ
を
人
々
は

圃
き
っ
と
忘
れ
て
い
ま
す
。
若
者
は
、

と

-
外
見
、
か

っ
こ
よ
さ
、
他
人
か
ら

ζ

-

の
評
価
な
ど
つ
ま
ら
な
い
こ
と
に

る

-
悩
み
ま
す
。

え

-

年
齢
は
、
落
ち
着
き
と
、
あ
る

云

-
種
の
平
穏
を
も
た
ら
し
ま
す
。
か

イ

圃

っ
こ
よ
さ
な
ど
は
ど
う
で
も
よ
く

川

園

な
り
、
自
分
の
本
当
の
望
み
が
わ

ぺ

-

か
つ
て
き
ま
す
。
ま
た
、
年
齢
は

-
本
音
を
語
る
こ
と
を
許
し
ま
す

0

.
も
ち
ろ
ん
本
音
は
ト
ラ
ブ
ル
の
原

田
因
に
も
な
り
ま
す
が
。
私
の
父
は
、

由
来
客
が
あ
る
と
い
つ
も
攻
撃
的
に

聞
大
声
で
討
論
を
し
ま
し
た
。
し
か

闘

し
、
年
齢
が
彼
に
こ
の
特
権
を
与

.

え
た
の
で
す
。
彼
の
お
気
に
入
り

の
標
的
で
あ
る
保
守
的
な
親
戚
の
女
性
が

来
る
と
、
家
族
は
怯
え
ま
し
た
。
彼
女
は

父
に
非
難
さ
れ
、
い
つ
も
二
度
と
来
な
い

と
言
い
残
し
て
帰
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
理
由
で
、
私
は
白
髪
を
温

か
く
迎
え
入
れ
て
い
ま
す
。

12 

ι 



みんなの

健康手のしびれる病気
手根管症候群について

ぐ

「
子
の
じ
ん
じ
ん
し
て
、
い
ら
す
び
き
の

ひ
つ
つ
い
た
ご
と
あ
り
ま
す
と
。
夜
も

痛
と
ご
ざ
す
。
こ
ま
か
仕
事
の
し
に
く

う
な
っ
て
、
手
の
ひ
ら
ん
肉
も
き
ゃ
ー

や
せ
て
し
も
て
、
ど
が
ん
ち
ゃ
こ
が
ん

ち
ゃ
な
ら
ん
と
で
す
。」
こ
う
い
う
症
状

の
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
?

子
の
し
び
れ
る
病
気
で
比
較
的
に
多

い
、
子
根
管
症
候
群
に
つ
い
て
お
話
し

し
ま
す
。
子
首
の
中
央
に
は
正
中
神
経

と
い
う
神
経
が
通
っ
て
い
ま
す
が
、
そ

の
神
経
は
手
首
の
と
こ
ろ
で
、
靭
帯

(
横
手
根
靭
帯
)
と
骨
(
手
根
骨
)
で
作

ら
れ
る
ト
ン
ネ
ル
を
通
り
ま
す
。
そ
の

ト
ン
ネ
ル
の
こ
と
を
手
根
管
と
名
付
け

て
い
ま
す
。
手
根
管
の
と
こ
ろ
で
正
中

神
経
が
圧
迫
さ
れ
る
と
、
子
の
し
び
れ

(
中
指
と
人
差
し
指
を
中
心
に
お
こ
る
こ

と
が
多
い
で
す
)
や
、
じ
ん
じ
ん
す
る

痛
み
の
た
め
に
、
睡
眠
が
妨
げ
ら
れ
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
(
夜
間
痛
)
。
朝
起
き

た
時
じ
ん
じ
ん
し
て
、
子
を
振
り
た
く

な
る
人
も
い
ま
す
。
症
状
が
進
む
と
、

縫
い
物
や
ボ
タ
ン
の
か
け
は
ず
し
な
ど

の
細
か
い
作
業
が
し
に
く
く
な
り
、
子

橋口整形外科医院

橋口隆

の
ひ
ら
の
親
指
側
の
筋
肉
(
母
指
球
筋
)

の
や
せ
(
萎
縮
)
が
で
て
き
ま
す
。

多
く
は
明
ら
か
な
原
因
が
な
い
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
家
事
や
労
働
で
子

首
を
使
い
過
ぎ
た
り
、
骨
折
な
ど
の
外

傷
の
た
め
に
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

妊
娠
に
伴
う
も
の
は
一
過
性
で
自
然
に

よ
く
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
透

析
患
者
さ
ん
や
糖
尿
病
の
方
は
再
発
を

繰
り
返
す
人
も
い
ま
す
。

診
断
は
臨
床
所
見
と
神
経
伝
導
速
度

検
査
な
ど
で
行
い
ま
す
。

治
療
は
、
ま
ず
子
首
の
安
静
(
ギ
プ

ス
や
装
具
を
あ
て
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
)

や
、
消
炎
鎮
痛
剤
の
内
服
(
飲
み
薬
)
、

外
用
(
塗
り
薬
)
、
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
(
炎

症
止
め
の
薬
)
の
注
射
な
ど
の
治
療
を

行
い
ま
す
。
初
期
で
あ
れ
ば
こ
れ
で
軽

快
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
治
療
を
し
て

も
治
ら
な
か
っ
た
り
、
筋
肉
の
萎
縮
が

あ
る
場
合
は
、
手
術
で
神
経
の
圧
迫
を

取
り
除
き
ま
す
。

手
術
は
局
所
麻
酔
や
伝
達
麻
酔
で
行

い
ま
す
。
手
術
に
は
幾
つ
か
の
方
法
が

あ
り
ま
す
が
、
概
ね
加
分
ぐ
ら
い
で
す

み
ま
す
。
神
経
の
傷
み
方
の
程
度
に
よ

っ
て
回
復
す
る
ま
で
の
期
間
や
程
度
は

違
っ
て
き
ま
す
が
、
術
後
早
期
か
ら
劇

的
に
良
く
な
る
人
も
い
ま
す
。
親
指
の

運
動
障
害
が
強
い
時
は
、
腿
移
行
術
を

加
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

子
の
し
び
れ
る
病
気
は
他
に
も
頚
椎

症
、
胸
郭
出
口
症
候
群
、
肘
部
管
症
候

群
な
ど
色
々
あ
り
ま
す
の
で
、
い
ず
れ

に
し
て
も
的
確
な
診
断
を
つ
け
る
た
め

専
門
医
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

食
品
事
件
t

絹
申

(
J
Q
U
同
円
円
/
』
口
凶

(
J
只
υ
口
凶

(
J

食
中
毒
が
増
え
る
高
温
多
湿
の
季
節
で
す
。

食
中
毒
は
毎
年
6
月
か
ら
増
加
し
て
、

8
月

に
ピ

l
ク
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
食
中
毒

の
原
因
の
お
よ
そ
9
割
は
細
菌
に
よ
る
も
の

で
す
。
細
菌
に
よ
る
食
中
毒
は
、
食
品
に
菌

が
付
着
し
、
増
殖
す
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
不
衛
生
な
調
理
、
不
適
切
な
温
度

管
理
あ
る
い
は
不
十
分
な
加
熱
が
原
因
と
な

り
ま
す
。

-
ほ
と
ん
ど
の
食
中
毒
菌
は
次
の
よ
う
な
共

通
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。

・
暖
か
く
て
水
分
と
栄
養
分
が
あ
る
環
境
で

は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
増
え
る
。

・
低
温
で
は
増
え
方
が
遅
く
な
る
(
目
安
は

日
℃
以
下
)

・
熱
に
弱
い
(
目
安
は
万
℃
、

1
分
間
)

.
冷
凍
し
て
も
死
な
な
い

.
予
防
の
基
本
は
次
の

3
つ
で
す

H
食
中
毒
予
防
3
原
則
H

・
食
中
毒
菌
を
付
け
な
い

・
食
中
毒
菌
を
殺
す

・
食
中
毒
菌
を
増
や
さ
な
い

-13-

。
食
品
は
適
正
表
示
を
確
認
し
、
新
鮮
な
物

を
購
入
し
ま
し
ょ
う
。

。
冷
蔵
庫
の
詰
め
す
ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

0

0
魚
や
肉
を
扱
っ
た
後
の
子
指
、
ま
な
板
、

包
丁
な
ど
は
、
そ
の
都
度
て
い
ね
い
に
洗
い

ま
し
ょ
う
。

。
海
産
魚
介
類
が
原
因
と
な
る
腸
炎
ビ
ブ
リ

オ
食
中
毒
、
肉
や
卵
が
原
因
と
な
る
サ
ル
モ

ネ
ラ
食
中
毒
が
流
行
し
て
い
ま
す
。
魚
、
肉
、

卵
を
生
で
食
べ
る
際
は
特
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

0

0
ま
た
、
ま
た
、
フ
グ
の
白
家
調
理
に
よ
る

食
中
毒
も
例
年
発
生
し
て
い
ま
す
。
死
亡
者

も
出
て
い
ま
す
。
フ
グ
の
自
家
調
理
は
危
険

で
す
。
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。
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シーハット力ッフ2000

フリークライミング選手権

8月20日E九品罷龍
場所:サブアリーナ

E~盟

-クラス:エキスパート、ミドル・ビギナ一、ジ、ュニア (小学生以下)

.参加費:一般1，500円・高校生1，000円・中学生以下500円
[ゲスト]98ワールドカ ップ総合優勝・平山ユージさん

99日本選手権女子総合優勝・木村理恵さん
インターナショナjレjレートセ ッター・東秀磯さん

「~I 
9月14日[事

永六輔

d・h シーハ ット共催事業

寄席ファンお待ちかね

シーハット秋の名ヰ勿

「あそびうたj

福尾野歩

「紙切りj
林家正楽

ゲストによるデモンストレーションや
交流会、アウトドアショッブの
出后もあります!

平成12年度文化庁移動芸術祭巡回公演

モダンダンス&フラメンコ
10月5日圃 さくらホール

開場18: 30・開演19: 00 
.チケ ット

{指定席A]3，000円 (会員2，700円)

[指定席B]1，600円 (会員1，400円)

[プログラム]
「曲舞」野坂公夫・ 坂本信子作品

「フラ メンコ・ その神秘と情熱j小松原庸子作品

「祖国」西国尭作品

JBL(男子1部公式戦)松下vsアイシン
10月29日圃 幅 三Jミンク

10 : 00開場 !11;o日 E市対抗中学Z2213コ:2222議 i
メインアリーナ・ 15: 00試合開始 、二三ヒ?土M#C$てー----------
.チケット 大人2，000円・中高生1，500円 ・小学生1，000円

親子2，500円 (大人1人小学生以下1人)
.チケ ット発売日 7月29日 (土)
※チケット取扱:市内スポ ツ庖、シーハットおおむらスポーツ棟事務所

トレー二ングルームで
り E リフレッシュしてみませんか?

-利用時間 9 : 00~22 : 00 

14ー←



精霊流しが近づいてきました。精 言流し
8月15日割

夕、イオキシン等の排出削減や美しい大村湾を守る

ため、精霊船や供え物を海や川に流さず、各地区の

集積地へ搬入してください。

精霊船の焼却は、行っていません。

置問い合わせ 環境保全課(内線 14 2) 市民皆様のご理解とご協力をお願いします。

-搬入は、午後 9時までに (厳守)。

・爆竹などは危険ですので人ごみや住宅地などでは 、使用しな

いでください。

・提灯については、各自でお持ち帰りください。

・精霊船の材料で、プラスチ、ソク系は使用を控えてください0

・供え物類は、必ず供え物置き場へ。

・各集積場所には、駐車場はありませんので、支障のない限り

徒歩で出向いてください。

園 精霊船説閉会および交付

-道路使用許可申請書を提出された人に対する説明会および許可証の
交付を行います。
日時 ・場所 :8月14日 (月)午後 2時 大村警察署 4階講堂

道路使用許可申請期間:7月31日(月)-8月10日 (木)
場所 ・問い合わせ:大村警察署(電話 54-0 1 1 0) 

圃 花火使用の注意事項

精霊流しでは、花火でケガ人が出ています。次の事には十分ご注
意ください。
.爆竹は、次の場所では禁止されています0

.人出で混雑している所
-住宅密集地
・せまい道
・ガソリンスタンドやプロパンガス販売庖付近
.花火販売庖や玩具庖付近
・矢ビヤや爆竹の連結は禁止されています。
・精霊船で花火を使用する場合は、全て花火責任者がいります。

(1隻につき l人のみ花火を使用できます。)
.精霊船の通る商庖街などでは万一に備え、防火用水用具の準備を

お願いします0

.人や車に迷惑をおよぼすような花火の使用は、法令違反となり処
罰されることがありますのでご注意くださ p。

置 集積地への搬入は 11精霊船に関する注意事項

搬入は必ず午後 9時までに指定場所にお願いします。
(供え物類で燃えない物は、ビニール袋などに入れて供え物置き場へ)

地区名 | 集 積 場 所

三 浦 |西部公民館、山境、溝陸公民館

鈴 田 |三鈴橋付近、日焼

大 村 |旧市民体育館跡地

西大村 |下水道浄水管理センター

竹 松 |竹松小学校グランド

福重 |郡川河口

松 原 |大村市北部運動広場

萱瀬 |荒瀬、田下、黒木

※詳しくは町内会長、出張所または環境保全課(内線142)へお尋
ねください。

-15-

-精霊船は、申し合わせ事項により
全長 3m以下 (みよし部分含む)、全幅 2m以下、高さ 3m以下
(船をかついだ状態での高さ)にしてください。
( 6月号にイラストで掲載済み)

・精霊船の全長が 2mを越えるときは、大村警察署へ道路使用許可
申請書を提出しなければなりません。

・車で運搬するときは、提灯の火は必ず消す。車の積載の許可を受
ける。横積みはしない0

・路上では、固さないでください。
.精霊船のかつぎ手は、飲酒しないよう にしてください。
・精霊船を乗せたトラックの荷台に人を乗せないようにしてください0

・規制区域内に精霊船の随行車両が入らないようにしてください。

⑮交通規制 8月15日(火)
) 午後 6時-..9時
混雑と事故防止のため、図の通り交通規制を実施します。

亡二コ一方通行区間

4了



市役所

怨 53・4111(代表)

老
齢
福
祉
年
金
受
給
者
の
方
へ

年
金
証
窪
田
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い

保
険
年
金
課
(
内
線
1
1
4
)

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人

は
、
8
月
に
定
時
届
を
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
8
月
期
分

(
8月
日
日
か

ら
郵
便
局
で
受
給
で
き
ま
す
)
の
支
払

を
受
け
た
ら
す
ぐ
に
証
書
を
市
役
所
保

険
年
金
課
年
金
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
所
得
制
限
な
ど
で
1
年
間
支
給
停
止

に
な
っ
て
い
た
人
も
提
出
が
必
要
で
す
。

年
金
証
書
は
、
7
月
末
ま
で
に
長
崎

社
会
保
険
事
務
局
か
ら
送
付
さ
れ
ま

す
。他

の
公
的
年
金
(
恩
給
な
ど
)
を
受

け
る
よ
う
に
な
っ
た
人
は
、
そ
の
公
的

年
金
証
書
、
額
改
定
通
知
書
お
よ
び
印

か
ん
を
持
っ
て
届
出
を
し
な
け
れ
ば
な

「入第
ぼノ選13

ゐ田
市岩因
子本民
と敏年

江金
さ写
ん真
のコ
作ン
品テ
ス
ト

り
ま
せ
ん
。
証
書
の
提
出
が
遅
れ
る
と

日
月
か
ら
の
支
払
が
遅
れ
ま
す
。
ま
た

ほ
か
の
年
金
を
受
け
て
い
な
が
ら
そ
の

届
出
を
怠
る
と
、
年
金
を
返
還
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
間

8
月
日
日
倒
j
紅
白
岡

老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
ら
れ
る
人

と
は
?

①
明
治
必
年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人

②
明
治
組
年
4
月
2
日
か
ら
大

正
5
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
人
で
、
国

民
年
金
保
険
料
納
付
済
期
間
が
1
年
未

満
で
免
除
期
間
を
合
わ
せ
て
4
年
1
か

月
か
ら
7
年
1
か
月
以
上
あ
る
人

な
お
、
本
人
所
得
、
配
偶
者
所
得
、

扶
養
義
務
者
所
得
お
よ
び
公
的
年
金
受

給
に
よ
る
支
給
制
限
が
あ
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
見

国
民
年
金
保
険
料
の

納

付

は

使
利
な
口
座
銀
替
を

保
険
年
金
課

国
保
税
係
(
内
線

1

1
6
・
1

1
7
)

年
金
係
(
内
線

1
1

3
・
1
1
4
)

仕
事
な
ど
で
忙
し
い
と
、
つ
い
う
っ

か
り
納
め
忘
れ
を
す
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
ん
な
人
に
は
、
口
座
振
替
を
お

勧
め
し
ま
す
。
申
込
用
紙
は
、
市
内
の

金
融
機
関
お
よ
び
郵
便
局
の
窓
口
に
用

意
し
て
い
ま
す
。
納
付
書
と
預
金
通
帳

お
よ
び
届
出
印
を
持
参
の
う
え
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

今
月
は
5
月
に
受
診
さ
れ
た
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ご
存
じ
で
す
か
っ
・介
護
保
険
制
度

介
護
保
険
の
費
用
も
医

療
費
控
除
の
対
象

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
3
9
)

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
施
設
サ

ー
ビ
ス
や
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ

く
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
の
費
用
が
、

所
得
税
法
上
で
の
医
療
費
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。
医
療
費
控
除
の
対
象
と

な
る
費
用
は
次
の
と
お
り
で
す
。

-
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
(
特
別
養

護
老
人
ホ
l
ム
)
の
入
所
者

対
象
費
用
の
額
施
設
サ
ー
ビ
ス
費
に

係
る
利
用
者
負
担
額
お
よ
び
食
費
の
標

準
負
担
額
と
し
て
支
払
っ
た
額
の
そ
れ

ぞ
れ
2
分
の
1

-
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス

・
居
宅
支
援
サ

ー
ビ
ス
の
利
用
者

ー
、
対
象

次
の
①
②
の
い
ず
れ
の
要

件
も
満
た
す
者

①
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
基
づ
い
た
居
宅
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
に
よ
る
こ
と
。

②
ケ
ア
プ
ラ
ン
に
次
に
掲
げ
る
居
宅
サ

ー
ビ
ス
の
い
ず
れ
か
が
位
置
付
け
ら
れ

る
こ
と
。

イ
、
訪
問
看
護

口
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ハ
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

ニ
、
短
期
入
所
療
養
介
護

ホ
、
居
宅
療
養
管
理
指
導

2
、
対
象
と
な
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス

①
訪
問
介
護
(
家
事
援
助
中
心
型
を
除

く
)
②
訪
問
入
浴
介
護

③
通
所
介
護

④
短
期
入
所
生
活
介
護

3
、
対
象
費
用
の
額

2
に
掲
げ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る

利
用
者
負
担
額

通
所
介
護
や
短
期
入
所
生
活
介
護
に
お

い
て
事
業
者
が
独
自
に
設
定
す
る
費
用

(
食
材
料
費
等
)
は
除
か
れ
ま
す
。

※
1
の
②
の
イ
か
ら
ホ
に
掲
げ
る
居
宅

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
費
用
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
の
自
己
負
担
額
全
額
が
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
医

療
保
険
か
ら
介
護
保
険
に
移
行
す
る
老

人
保
健
施
設
や
療
養
型
病
床
群
等
の
費

用
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
医
療

費
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
を
受
け
る
に
は
、
毎
年

3
月
日
日
ま
で
に
行
わ
れ
る
税
務
署
へ

の
確
定
申
告
の
際
に
領
収
証
が
必
要
で

す
。
医
療
費
控
除
の
申
告
を
さ
れ
る
方

は
領
収
証
を
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

9
月
4
日
(
月
)
か
ら

福
祉
医
療
賞
受
給
資
格

者
証
の
更
新
手
続
き
を

行
い
ま
す

福
祉
課

(
内
線
1
5
5
)

障
害
者
・
母
子
・
寡
婦
・
単
婦

・

寡
男
・
老
保
障
害
・
父
子
の
各
医
療
費

受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
有

効
期
限
が
9
月
初
日
ま
で
に
な
っ
て
い

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
方
へ
は
、

8
月
中

旬
ご
ろ
通
知
は
が
き
を
送
り
ま
す
。
は

が
き
は
保
管
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
印
か
ん
・
健
康
保
険
証

・
現
在
使
用

中
の
受
給
資
格
者
証
・

通
知
は
が
き

・

障
害
者
医
療
の
受
給
者
は
身
体
障
害
者

手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

※
平
成
ロ
年
の
1
月
2
日
以
降
に
大
村

市
に
転
入
し
て
き
た
人
、
ま
た
は
扶
養

義
務
者
が
市
外
の
場
合
に
は
、
平
成
日

年
分
の
所
得
証
明
書
と
平
成
立
年
度
分

の
課
税
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
こ
の
手
続
き
を
し
な
い
と
い
山
月
診
療

分
か
ら
の
医
療
費
の
助
成
が
受
け
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
。

※
指
定
日
に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

は
9
月
日
日
同
か
ら
一
福
位
課
で
受
け
付

け
ま
す
。

16-

午前 9時30分~午後 4時

対象地区 日 程 I暴 戸万

福重・三浦 ・鈴田 9月4日(月)福重・ 三浦・鈴田出張所

竹松・萱瀬・松原 9月5日(火) 竹松 ・萱i頼・松原出張所

西大村(障害者・老保障害) 9月6日(水) 中地区公民館

西大村 (母子寡婦・単婦。寡男・父子) 9月7日(木) 中地区公民館

大村 (障害者・老保障害) 9月8日(金)市役所福祉課前

大村 (母子 ・寡婦単婦・寡男・父子) 9月11日(月)市役所福祉課前

準世帯 9月12日(火)市役所福祉課前

受付更新日程



℃ 

金

婚

式

(
婚
姻
切
周
年
)

該
当
者
ヘ
記
念
晶
を
贈

り
ま
す

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
5
8
)

長
年
円
満
な
家
庭
を
築
か
れ
、
社
会

に
貢
献
さ
れ
て
き
た
労
を
ね
ぎ
ら
う
た

め
、
金
婚
式
を
迎
え
ら
れ
た
ご
夫
婦
を

祝
福
し
、
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

対
象

9
月
日
日
現
在
で
本
市
に
在
住

し
、
婚
姻
の
期
間
が
満
閃
年
を
迎
え
ら

れ
た
ご
夫
婦

※
婚
姻
月
日
が
昭
和
お
年
9
月
日
日
以

前
で
、
こ
れ
ま
で
に
記
念
品
を
受
け
ら

れ
て
い
な
い
ご
夫
婦

申
請
方
法
所
定
の
申
請
書
に
記
入
の

う
え
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申

請
書
は
高
齢
福
祉
課
窓
口
お
よ
び
各
出

張
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

申
請
期
限

9
月
1
日
働

な
お
、
金
婚
記
念
祝
賀
式
は

m月
4
日

ωを
予
定
し
て
い
ま
す
。

市役所

ft53圃 4111(代表)

高
齢
者
活
動
支
援
施
設

「
伊
勢
町
ふ
れ
あ
い
館
」

が
利
用
で
き
ま
す

高
齢
福
祉
課
(
内
線
1
5
8
)

伊
勢
町
ふ
れ
あ
い
館

(岱
⑩
1
0
2
0
)

自
宅
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

が
集
い
趣
味
活
動
等
を
通
じ
て
交
流
を

深
め
要
介
護
化
の
予
防
と
生
き
が
い
対

策
を
推
進
す
る
施
設
で
す
。

対
象
市
内
に
居
住
す
る
お
お
む
ね
白

歳
以
上
の
在
宅
老
人
で
、
介
護
保
険
制

度
で
「
自
立
」
と
判
定
さ
れ
た
方
、
ま

た
は
身
体
的
に
同
程
度
の
方

利
用
料

1
日
3
0
0
円
(
た
だ
し
、

所
得
税
非
課
税
世
帯
の
方
は
無
料
)

利
用
時
間

午
前
9
時
j
午
後
4
時

申
込
方
法

登
録
制
と
し
ま
す
の
で
、

印
鑑
を
持
参
の
う
え
直
接
「
伊
勢
町
ふ

れ
あ
い
館
」
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

精
神
障
害
者
家
族
教
室

県
央
保
健
所
(
宮
⑫
3
3
0
6
)

精
神
障
害
に
つ
い
て
の
病
気
の
理
解

を
深
め
、
悩
み
を
分
か
ち
合
え
る
場
と

し
て
、
精
神
科
医
師
や
精
神
保
健
福
祉

士
な
ど
を
講
師
に
招
き
、
家
族
教
室
を

開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

8
月
初
日
冊
、
午
前
日
時
i
午

後
4
時
加
分

場
所

シ
l
ハ
ッ
ト
お

お
む
ら
対
象
精
神
障
害
者

(主
に

精
神
分
裂
病
)
を
身
内
に
も
つ
家
族

内

容

講

話

参

加

料

無

料

申
込
期
限

8
月
日
日
幽

引
揚
者
の
皆
さ
ん
へ

長
崎
税
関
監
視
部

(2
0
9
5
1
8
2
8
1
8
6
4
4
 

税
関
で
は
、
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き

揚
げ
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
た

通
貨
や
証
券
類
の
返
還
を
行
っ
て
お
り

ま
す
が
、
半
数
以
上
は
ま
だ
返
還
の
申

し
出
が
な
く
、
税
関
に
保
管
さ
れ
た
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
返
還
請
求
が
お
済
み
で
な
い

方
は
、
早
め
に
税
関
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
返
還
請
求
は
、
引
揚
者
本

人
の
ほ
か
、
家
族
の
方
で
も
で
き
ま
す
。

ホ
l
ム
ペ

l
ジ
に
よ
る
お
知
ら
せ
も
行

っ
て
い
ま
す
。

『喜一

¥
¥
3
3
ω
m
g
E
A
g
g
g-mo-e

税
務
署
か
ら
の
お
願
い

i
財
産
を
相
続
し
た
と
き

i

諌
早
税
務
署
(
宮
⑫

1
3
7
2
)

相
続
や
遺
贈
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た

人
の
財
産
を
も
ら
っ
た
人
に
は
相
続
税

が
か
か
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
諌
早
税

務
署
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

-
申
学
校
卒
業
程
度
認
定
説
験

.

学
校
教
育
課

(内
線
3
7
0
)

受
験
資
格

①
就
学
義
務
猶
予
免
除
者

で
あ
る
者
ま
た
は
あ
っ
た
者
で
臼
年
3

月
氾
日
ま
で
に
満
日
歳
以
上
に
な
る

者
。
②
就
学
義
務
猶
予
ま
た
は
免
除
を

受
け
ず
に
在
学
し
た
ま
ま
、
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
登
校
す
る
こ
と
が
で

き
な
か

っ
た
児
童
生
徒
で
、
そ
の
事
由

を
文
部
大
臣
が
認
め
、
か
つ
、
平
成
日

年
3
月
紅
白
ま
で
に
満
万
歳
に
達
す
る

者
。
③
日
本
の
国
籍
を
有
し
な
い
で
、

平
成
お
年
3
月
紅
白
ま
で
に
満
日
歳
以

上
に
な
る
者
。

試
験
期
日
日
月
6
日
刊

願
書
受
付

期
間

8
月
1
日

ω
l泊
日
制

県
内
下
水
道
排
水
設
備

工
事
責
任
按
術
者
試
験

下
水
道
建
設
課
(
内
線
4
0
1
)

試
験
日
目
月

m日
側
、
午
後
1
時
1

4
時

内
容

下
水
道
の

一
般
的
分
野

お
よ
び
技
術
分
野
試
験
会
場
長

崎
・
大
村
・
佐
世
保
の

3
会

場

資

格

満
初
歳
以
上
・
学
歴
に
応
じ
て
、
下
水

道
の
実
務
経
験
が
必
要
で
す
。
受
験
料

6
、
0
0
0
円
申
込
書
類
配
布
お
よ

び
提
出
先

市
下
水
道
建
設
課

受
付

期
間

8
月
日
日
働

1
9
月
1
日
働

電
話
加
入
権
を
公
売

税
務
課
(
内
線
1
2
6
)

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時

8
月
2
日

ω、
午
後
1
時
加
分

場

所

市

役
所
第
9
会
議
室

公
売
方

法
一
望
翠
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
、
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
公
売
台
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

れ
な
い
場
合
(
未
成
年
の
買
受
な
ど
)

は、

売
却
決
定
を
取
り
消
し
ま
す
。
な

お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に
滞
納
税
が
完

「

納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売
を
中

止
し
ま
す
。

住
宅
公
庫
ロ
ー
ン
の
返

済
が
国
難
な
方
へ

返
済
中
の
金
融
機
関
ま
た
は
住

宅
金
融
公
庫
福
岡
支
庖

(
8
0
9
2
1
7
2
2
1
5
0
1
1
)
 

公
庫
で
は
、

①
最
近
の
不
況
に
よ
る
倒
産
な
ど
勤
務

先
等
の
事
情
で
返
済
が
困
難
に
な
ら
れ

た
方
の
う
ち
、

②
収
入
倍
率

(
年
収
/
年
間
総
返
済
額
)

が
4
倍
以
下
ま
た
は
収
入
月
額
が
世
帯

人
員
×

6
万
4
、
0
0
0
円
以
下
の
方
で
、

③
返
済
条
件
の
変
更
に
よ
り
今
後
の
返

済
が
継
続
で
き
る
方
に
対
し
て
、
ロ
ー

ン
の
返
済
期
間
を
最
長
日
年
間
延
長
す

る
措
置
等
を
実
施
中
。

ま
た
、
現
在
余
裕
資
金
を
お
持
ち
の

方
で
、
将
来
の
返
済
に
不
安
の
あ
る
方

が
一
部
繰
上
返
済
に
伴
う
割
賦
金
の
軽

減
を
希
望
さ
れ
る
場
合
等
、
ロ
ー
ン
全

般
に
つ
い
て
の
返
済
相
談
や
住
宅
の
取

得
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
に
対
す
る
無

料
資
金
計
画
診
断
も
受
付
中
。

な
お
、
適
用
期
限
は
平
成
日
年
3
月

末
ま
で
で
す
。

話
様
ま
つ
り

園
田
時

8
月
羽
目

(土
)

午
前
叩
時
叩
八
万

1
午
後
4
時

・
場

所

観

光

通

り

ア

ケ

l
ド

(長
崎
市
浜
町
)

県
内
産
新
米
即
売
、
米
に
関
す
る
展
示
な
ど

・
問
い
合
わ
せ
県
農
産
園
芸
課

電
話

0
9
5
8
2
4
1
1
1
1
1

-17-



市役所

ft53-4111 (代表)

児
童
家
庭
課
(
内
線
1
5
3
)

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
の
受
給
者
は

8
月
刊

8
3
9
月
行
巴

ま
で
に
届
出
を

現
況
届
(
児
童
扶
養
手
当
)

所
得
状
況
届
(
特
別
児
童
扶
養
手
当
)

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手

当
を
受
給
し
て
い
る
人
が
、
引
き
続
い

て
手
当
を
受
け
る
資
格
が
あ
る
か
を
審

査
す
る
た
め
の
大
切
な
手
続
き
で
す
。

受
給
者
の
人
は
、
こ
の
届
出
を
し
な

い
と
引
き
続
い
て
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
期
限
ま
で

に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
す
る
も
の
手
当
証
書
・
世
帯
全

員
の
住
民
票
・
児
童
が
別
居
の
場
合
は

児
童
が
属
す
る
世
帯
全
員
の
住
民
票
お

よ
び
監
護
申
立
書
・
平
成
ロ
年
1
月
2

日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、
平
成
日

年
分
所
得
証
明
書
・
印
鑑
・
そ
の
他
必

要
に
応
じ
て
戸
籍
抄
本
な
ど

①
児
童
扶
養
手
当
父
親
の
い
な
い
家

庭
、
児
童
が
父
親
か
ら
1
年
以
上
遺
棄

さ
れ
て
い
る
家
庭
、
ま
た
は
父
親
が
身

体
障
害
者
な
ど
の
家
庭
で
、
児
童
が
心

身
と
も
に
健
や
か
に
成
長
す
る
よ
う

に
、
そ
の
児
童
の
母
、
ま
た
は
母
に
代

わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ

ま
す
。
な
お
、
手
当
の
申
請
は
、
手
当

の
支
給
要
件
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
日

か
ら
起
算
し
て
5
年
を
経
過
し
た
と
き

は
、
請
求
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

※
老
齢
福
祉
年
金
以
外
の
公
的
年
金
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
き
は
、
受
給

で
き
ま
せ
ん
。

※
所
得
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

児
童
1
人

全
部
支
給

4
2
、
3
7
0
円

一
部
支
給

2
8
、
3
5
0
円

児
童
2
人

5
、
0
0
0
円
加
算

児
童
3
人
目
以
降

1
人
に
つ
き

3
、
0
0
0
円
加
算

②
特
別
児
童
扶
養
手
当
身
体
障
害
ま

た
は
、
知
的
障
害
の
あ
る
加
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
す
る
父
母
、
ま
た
は
父
母

に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

手
当
の
額
(
月
額
)

重
度
障
害
児

5
1
、
5
5
0円

中
度
障
害
児

3
4
、
3
3
0
円

※
①
②
と
も
児
童
福
祉
施
設
に
入
所
し

て
い
る
児
童
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

児
童
手
当
の
串
議
は
お

す
み
で
す
か
?

市
民
課
(
内
線
1
0
1
)

現
在
受
給
さ
れ
て
い
な
い
人
で
、

3

歳
以
上
の
就
学
前
の
お
子
さ
ん
を
養
育

さ
れ
て
い
る
人
は
、

9
月
お
固
ま
で
に

「認
定
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

0

.
大
村
市
へ
転
入
さ
れ
た
入
、
大
村
市

を
転
出
さ
れ
る
人
は
ご
注
意
く
だ
さ
い

児
童
手
当
の
受
給
者
が
、
他
の
市
区

町
村
に
住
所
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
そ

れ
ま
で
の
市
区
町
村
で
の
児
童
手
当
等

の
受
給
資
格
が
消
滅
し
、
転
出
後
の
市

区
町
村
で
手
当
の
受
給
を
受
け
る
た
め

に
は
、
新
た
に
「
認
定
請
求
書
」
の
提

出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
前
住
所
地
の
市
区
町

村
長
が
発
行
す
る
児
童
手
当
用
所
得
証

明
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
転
出
の

際
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

申
請
書
な
ど
の
必
要
書
類
は
、
市
民
課

窓
口
・
出
張
所
に
備
え
て
あ
り
ま
す
。

手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
、
受
け
ら
れ

る
月
分
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

妨
火
管
理
者
講
習
会

大
村
消
防
署
(
包
⑫
4
1
3
8
)

種
類
甲
種
防
火
管
理
者
講
習
日

時
・
場
所
大
村
会
場
(
大
村
消
防
署
)

・:
9
月
お
日
例

-
U
日
側

、
午
前
9

時
i
午
後
4
時
諌
早
会
場
(
小
野
ふ

れ
あ
い
広
場
ふ
れ
あ
い
会
館
)
・
:
9
月

6
日
制
・

7
日
閥

、
午
前
9
時
j
午

後
4
時
受
講
申
込
期
間
大
村
会
場

・:
8
月
日
日
ω
j
9
月
日
日
幽

諌

早
会
場
・
・
・
8
月
1
日
川
w
j
紅
白
肘

※
願
書
は
大
村
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。

ふ
く
し
げ
霊
祭
り

福
重
商
工
振
興
会(宮

⑮
8
6
5
7
)

日
時

8
月
5
日
目
、
午
後
4
時
j

m

時

場

所

J

A
な
が
さ
き
県
央
福
重

支
屈
駐
車
場
催
し
物
こ
ど
も
参
加

ゲ
l
ム
・
郡
中
学
校
吹
奏
楽
部
演
奏
・

の
ど
自
慢
大
会
・
舞
踊
・
琉
球
園
祭
り

太
鼓
な
ど

圃
「

l

T
革
命
」

園

大
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

-

(宮
⑫
5
0
5
1
)

日
時

8
月
お
日
働
、
午
後
2
時

会
場
長
崎
県
建
設
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
(
大
村
ハ
イ
テ
ク
パ

l
ク
内
)

入

場

料

無

料

演

題

「

I
T
革
命

時
代
に
訣
計
喝
お地
域
社
会
と
産
業
」

講
師
阿
片
公
夫
氏
(
株
式
会
社
N
E

C
総
研
社
長
)

主
催
大
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

(
社
長
甲
斐
田
園
彦
)

圃
親
否
で
楽
し
む
長
崎
街

.
道
の
獲
絵
展

-

ま
ち
か
ど
研
究
室

.

(
宮
⑫
8
2
7
1
)

長
崎
街
道
や
東
海
道
を
狸
絵
で
紹
介

し
、
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ
て
い
る

風
景
画
家
、
「
堤
け
ん
じ
」
氏
の
最
近

作
か
ら
選
ん
で
展
示
し
ま
す
。

「
な
が
さ
き
阿
蘭
陀
年
」
に
ち
な
み
、

シ
l
ボ
ル
ト
も
歩
い
た
長
崎
街
道
の
狸

絵
を
夏
休
み
に
親
子
で
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

期
間

8
月
1
日
仰

1
日
日

ω、
午

前
日
時
j
午
後
6
時

場

所

ま

ち

か

ど
研
究
室
(
本
町
ア
ー
ケ
ー
ド
内
)

講
演
会

大
村
市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

指
定
に
つ
い
て

※
大
村
市
に
お
い
て
給
水
装
置
の
工
事

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
工
事
業
者
と
し

て
次
の
と
お
り
指
定
し
ま
し
た
。

指
定
番
号
印
・
吉
田
住
設
(
諌
早
市
栄

田
町
必
番
必
号
・
平
成
立
年
6
月
辺
目

指
定
)

。
ご
存
じ
で
す
か
?

市
水
道
を
使
用
の
給
水
装
置
工
事
に
つ

い
て
は
、
市
が
指
定
し
た
工
事
事
業
者

で
な
け
れ
ば
施
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
も
し
、
そ
の
他
の
者
が
勝
手
に

給
水
装
置
を
設
置
し
た
り
改
造
し
た
場

合
、
給
水
が
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
水
道
局
工
務
課

(包
⑮
1
1
1
4
)

- 18-

水道加入金が改定されました。
上水道および簡易水道の加入金(新築等で新たに水道を引治連れる時に

l固だけ負担します)が、 8月1日申込分から改定されました。

例 ~13mmメーター使用の場合

28，000円 → 50，000円 (消費税目IJ)

~20mmメーター使用の場合

78，000円 → 140，000円 (消費税別)

※その他の口径を使用される時は、お問い合わせください。

圃問い合わせ 水道局業務課 (n~1 1 1 1) ・簡易水道課 (n⑬41 1 8) 

正
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方つ行
へた方

人が
をわ
おか
さら
がな
しく
のな

大
村
警
察
署
(
宮
⑭
0
1
1
0
)

長
崎
県
警
察
で
は
、

8
月
1
日
か
ら

況
日
ま
で
を
「
行
方
不
明
者
捜
索
強
化

月
間
」
と
し
て
、
家
出
し
た
人
の
所
在

や
、
自
殺
、
事
件
、
事
故
な
ど
で
亡
く

な
ら
れ
身
元
が
わ
か
ら
ず
、
無
縁
仏
に

な
っ
て
い
る
人
の
身
元
を
探
す
運
動
を

す
す
め
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
家
族
、
知
人
、
友
人
な
ど

で
例
え
ば
、

-
自
殺
す
る
と
言
い
残
し
て
家
出
し
た

人
@
就
職
先
、
旅
先
等
か
ら
理
由
も
な

く
行
方
不
明
と
な
っ
た
人
@
病
気
な
ど

の
原
因
で
家
出
し
た
人
@
犯
罪
の
被
害

者
と
な
っ
て
い
る
お
そ
れ
の
あ
る
人
な

ど
で
、
こ
れ
ら
が
原
因
で
行
方
を
お
探

し
の
方
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
ま
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

来
な
っ
せ
大
将
さ
ん

2
0
0
o
mお
お
む
ら

市役所

ft53圃 4111(代表)

来
な
っ
せ
大
村
さ
ん

2
0
0
0
・m

お
お
む
ら
事
業
実
行
委
員
会
(
市

観
光
物
産
課
内
・
内
線
2
4
2
)

「
大
村
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
全
国
の

「
大
村
」
さ
ん
に
呼
び
か
け
、

「大
村
氏

の
ル
!
ツ
を
探
る
」
イ
ベ
ン
ト
を
実
施

し
ま
す
。
日
時
日
月
お
日
目
、
午
後

1
時
i
5
時

場

所

シ

l
ハ
ッ
ト
お

お
む
ら
内
容
大
村
昆
ト
l
ク
シ

ョ

ー
-
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
・
郷

土
芸
能
披
露
な
ど

第

3
回

大
村
ふ
る
さ
と
産
品
新

作
農
作
品
募
集

大
村
商
工
会
議
所
(
岱
⑮

4
2
2
2
)

開
催
期
間

9
月
比
日
同

1
2
日
間

場
所

側
浜
屋
百
貨
庖
大
村
庖
作
品

募
集
の
範
囲
主
と
し
て
大
村
で
製
造

ま
た
は
加
工
さ
れ
た
も
の
で
、
販
売
ま

た
は
販
売
予
定
の
も
の
(
販
売
に
つ
い

て
は
、
市
内
外
を
問
わ
な
い
)
①
平
成

日
年
1
月
1
日
以
降
に
商
品
化
さ
れ
た

新
商
品
ま
た
は
改
良
商
品
(
た
だ
し
、

前
回
出
品
さ
れ
た
商
品
を
除
く
)
②
大

村
産
で
次
の
種
類
に
含
ま
れ
る
も
の

.
農
林
水
産
加
工
品
・
菓
子
類
・
民
工

平
和
へ
の
誓
い
新
た
に

芸
品
、
装
身
具
・
上
記
に
類
す
る
も
の

申
込
方
法
指
定
の
申
込
書
で
、
出
品

料
を
そ
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

出
品
料

1
品
に
つ
き
1
、
0
0
0
円

申
込
期
限

8
月
氾
日
同

歴
史
の
ま
ち
案
内
人
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
受
講
者
募
集

文
化
課
(
内
線
3
6
9

歴
史
の
ま
ち
大
村
を
身
近
に
感
じ
、

史
跡
や
文
化
財
に
つ
い
て
自
ら
案
内
で

き
る
よ
う
に
学
習
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
開
き
ま
す
。

対

象

成

人

目

人

期

間

9
月
2
日

l
平
成
日
年
3
月
の
毎
月
第
1
土
曜
日
、

午
前
日
時
j
正

午

場

所

コ

ミ

セ

ン

お
よ
び
現
地
内
容
武
家
屋
敷
・
キ

リ
シ
タ
ン
・
史
料
館
受
講
料
無
料

(
た
だ
し
教
材
費
は
実
費
)
申
込
方
法

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
、
〒
8
5
6
1
8
6

8

6
玖
島
1
丁
目
お
番
地
大
村
市
役

所
文
化
課
ま
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

8
月
日
日
幽

福
祉
課
(
内
線
1
5
1
)

長
崎
、
広
島
で
原
爆
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
人
や
戦
争
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た

人
た
ち
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
、
次
の
日
に
サ
イ
レ
ン
を
1
分
間
嶋
ら
し
ま
す
。

黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
平
和
の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
ょ
う
。

A
V
8月
6
日
制
、
午
前
8
時
日
分

(
広
島
原
爆
祈
り
の
日
)

.8月
9
日
側
、
午
前
日
時
2
分
(
県
民
祈
り
の
日
)

A
V
8月
日
日

ω、
正
午
(
全
国
戦
没
者
追
悼
式
)

信
抽
一
自
宅
一
躍
瑚
輯
帽

-
市
営
住
宅
入
居
者
募
集

申
込
期
按

8
月
叩
日
閑

抽

選

日

8
月
市
日
働
午
前
叩
時
1

入

居

日

9
月
1
日
働

抽
選
場
所

副

同
劃
釦
引
即
刻
劃
劃

住宅名 戸数 間取り 構造 階

東諏訪 3DK 簡2 1.2階一体

-竹 松 2 K 簡平

久原第2 3DK 中耐5 4 

原 口 3DK 中耐4

原 口 3DK 中耐4 4 

松並第1 3DK 中耐4 3 

植 松 2 K 中耐3

※
家
賃
は
入
居
住
宅
お
よ
び
入
居
者
の
収
入
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す

※
竹
松
・
植
松
は
単
身
者
も
入
居
可
能
住
宅
で
す
。

(単
身
は
切
歳
以
上
等
の
制
限
が
あ
り
ま
す
)

池
田
第
一
ア
パ
!
ト
(
新
築
)

入
居
者
募
集

-
募
集
一
戸
数

(十
数
戸
)

-
申
込
期
間

(8
月

1
日
1
同
日
)

-
家
賃

(収
入
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
)

.
入
居
日

(叩
月
予
定
)

※
公
営
住
宅
で
は
、
犬
・
猫
等
ペ

ッ
ト
類
の

飼
育

・
持
ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

圃
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

大
村
都
市
開
発
株
式
会
社

岱
⑧
4
1
5
1

束
三
城
町
6
番
地
l

(大
村
パ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル

3
階
)

※
受
付
時
間

午
前
9
時
l
午
後

5
時

(土

・日
・祝
祭
日
除
く
)
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市役所

公 53・4111(代表)

第
一的
一副
長
崎
県
美
術
展
覧

会
作
詩
募
集

県
展
事
務
局

(
2
0
9
5
8
2
5
6
3
4
1
)
 

部
門
日
本
画
・
洋
画
・
デ
ザ
イ
ン
・

工
芸
・
写
真
・
書
・
彫
刻
出
品
資
格

昭
和

ω年
4
月
1
日
以
前
に
生
ま
れ
た

者
で
、
次
の
①
②
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
者
①
県
内
に
居
住
す
る
者
②
本

県
居
住
者
を
保
護
者
と
す
る
県
外
大

学
・
高
校
等
に
在
学
し
て
い
る
者
出

品
点
数

1
人
1
点
。
た
だ
し
、
他
部

門
へ
の
出
品
は
認
め
る
。
自
作
未
発
表

の
も
の
に
限
る
。

出
品
料
一
般
・
大
学
3
、
0
0
0
円

高
校
生
1
、
5
0
0
円

申
込
期
間

8
月
1
日
(
火
)
1
8
日
(
火
)

申
込
先
県
展
事
務
局

(
2
0
9
5

8
2
5
1
6
3
4
1
)
 

※
申
込
書
は
市
文
化
課
・
コ
ミ
セ
ン
・

中
地
区
公
民
館
に
も
あ
り
ま
す
。

受孟堅
議で差
ι-，ム

孟5予三

葉25
，0;詩文
Z友 一」

話
教
護

社
会
教
育
課
(
内
線
3
6
8
)

挨
拶
の
仕
方
、
数
え
方
な
ど
基
礎
的

な
も
の
を
親
子
で
学
習
し
ま
す
。

対
象
小
学
生
と
そ
の
親
日
組
(
却
人
)

期
間

9
月
2
日
目

l
ロ
月
2
日
出

(
9
月
2
日
・

9
月
日
日
・

9
月
初
日
-

m月
比
日
・
日
月
紅
白
・
日
月
4
日
・

ロ
月
2
日

)

時

間

午

後

1
時
初
分

1
3
時
加
分
場
所
大
村
城
南
高
校

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
住
所
・
親

子
の
氏
名
(
ふ
り
が
な
)
・
年
齢
・
性

別
・
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
社
会

教
育
課
ヘ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
希

望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

申
込
期
限

8
月
日
日
同
必
着

「、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
箇
際
年

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」

写
真
募
集

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
2
)

2
0
0
1
年
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
国

際
年
」
ヘ
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

経
済
企
画
庁
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

関
す
る
写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
市
企
画
調
整
課
へ
お
尋
ね
く
だ

さ
い

送
付
締
切
日

画
庁
必
着
)

8
月
担
日
同
(
経
済
企

動
物
愛
護
写
真
コ
ン
テ

ス
ト
作
昂
募
集

大
村
獣
医
師
会
事
務
局

(
川
棚
食
肉
衛
生
検
査
所
内
)

干

8
5
9
3
6
0
5
東
彼
杵
郡

川
棚
町
百
津
郷
鈎
臼

(
2
0
9

5
6⑮
3
1
4
7
)
 

テ
ー
マ
動
物
の
種
類
を
問
わ
ず
愛
護

精
神
に
と
ん
だ
写
真
を
募
集
。
応
募
者

に
粗
品
進
呈
・
入
賞
者
に
商
品
進
呈

規
格
・
応
募
方
法
サ
イ
ズ
・
:
サ
ー
ビ

ス
サ
イ
ズ
・
応
募
枚
数
は

1
人
1
枚

(
未
発
表
の
自
作
品
に
限
り
ま
す
)
・
写

真
の
裏
に
必
ず
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を

記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
応
募
作
品
の
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
。

応
募
締
切

8
月
白
日
肘

(
当
日
消
印

有
効
)
進
呈
式

9
月
お
側
、
午
前

日
時
1
・
農
協
大
村
事
業
本
部
よ
こ
グ

ラ
ン
ド平

成
吃
年
度

地
球
環
境
保
全
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
作
毘
募
集

環
境
保
全
課
(
内
線
1
4
2
)

内
容
地
球
環
境
問
題
(
地
球
温
暖
化
、

資
源
の
再
利
用
な
ど
て
地
球
環
境
保
全

に
関
す
る
意
識
を
高
め
る
も
の
で
あ
れ

ば
自
由
で
す
。
応
募
資
格
市
内
小
学

校

(
3
1
6
年
生
)
の
児
童
お
よ
び
中

学
校
の
生
徒
応
募
点
数

1
人
1
点

(
画
用
紙
の
大
き
さ
は
4
つ
切
)

応
募
期
間

9
月
1
日
働

j

m
日
附

応
募
先
大
村
市
役
所
環
境
保
全
課

一

T
8
5
61
8
6
8
6玖
島

1
丁
目
お
番
地

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

タ
ー
作
品
翠
集

選
挙
管
理
委
員
会
(
内
線
3
4
0
)

明
る
く
、
楽
し
く
、
美
し
い
ポ
ス
タ

ー
を
待
っ
て
い
ま
す
!

明
る
い
選
挙
を
お
し
す
す
め
る
う
え

で
役
立
つ
、
独
創
的
で
印
象
深
い
イ
メ

ー
ジ
の
ポ
ス
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

画
材
と
大
き
さ
描
画
材
料
は
自
由
。

大
き
さ
は
画
用
紙
の

4
つ
切
、

8
つ
切

も
し
く
は
そ
れ
に
準
じ
る
大
き
さ

応
募
資
格
小
学
生
・
中
学
生
・
高
校
生

提
出
先
在
学
す
る
小
中
高
校
、
ま
た

は
市
選
挙
管
理
委
員
会

募
集
期
限

9
月
8
日
倒

8月12日田
10: 00~11 : 00 市コミセン
14 : 00~15 : 00 西大村コミセン

劃忍たま乱太郎のがんばるしかないさ③(アニメ 10分)
量スイミー(アニメ 26分)
量一つの花(アニメ 23分)

8月12日函
10:00~11:00 中地区公民館

扇アルプスの少女・ハイジ(アニメ 23分)
置オズのまほうっかい(アニメ 12分)
Eどんぐり森へ(アニメ 15分)

視聴覚ライブラリ ........ 

親子映画会 思想
・EヲE電車寄直重刃包Eヨ・

ん#
C
 

白貝

1

船
る
の
ん

参
ト
き

こ
一
ず

む
ル
か

は
フ
あ

••• 
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ピ、

コ長男
ンru奇!ζ

ク県
iま
Jliち
作づ
誌く
襲り
集の

絵

県
都
市
計
画
課

(
8
0
9
5
1
8

2
6
6
7
1
2
)
 

応
募
資
格
県
内
在
住
の
小
学
生
テ

ー
マ

「す
み
た
い
ま
ち
っ
て
ど
ん

な
ま
ち
?
」
規
格
等
大
き
さ
を

4

つ
切
と
す
る
以
外
は
自
由
。
応
募
票

(
コ
ピ

l
可
)
に
名
前
・
コ
メ
ン
ト
等
を

書
い
て
、
作
品
の
裏
に
張
り
付
け
る
。

応
募
期
限

9
月
お
日
幽

応
募
方
法

市
都
市
計
画
課
へ
持
参
す
る
か
郵
送
し

て
く
だ
さ
い
。

平
成
氾
年
度
問
一

国
土
緑
化
運
動
・
喬
樹
運

動
標
語
募
集

市役所

ft53-4111 (代表)

農
林
水
産
課
(
内
線
2
5
4
)

内
容
植
樹
や
森
林
保
護
な
ど
国
土
緑

化
の
意
を
表
し
、
氾
世
紀
の
緑
化
運
動

を
め
ざ
し
た
も
の
。

応

募

方

法

は

が
き
に
、
住
所
・
氏
名
・
職
業
(
ま
た

は
学
校
名
・
学
年
)
・
電
話
番
号
を
明

記
し
て
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募

先
大
村
市
役
所
農
林
水
産
課
林
務

係
干

8
5
6
8
6
8
6
玖
島
1
丁
目

お
番
地

応
募
期
限

9
月
日
日
∞

警
察
官
等
募
集

大
村
警
察
署
(
宮
⑭

0
1
1
0
)

。
警
察
宮
B
(男
性
・
女
性
)

資
格
昭
和
必
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

回
年

4
月

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

(
た
だ
し
、
警
察
官
A
の
受
験
資
格
に
該

当
す
る
者
を
除
く
)

受
付
期
間

8
月
7
日
卯
l
お
日
倒

一
次
試
験
日
月
8
日
間

。
警
察
事
務
(
高
校
卒
業
程
度
)

資
格
昭
和
弘
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

団
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

受
付
期
間

8
月
7
日
間

i
お
日
也

一
次
試
験

9
月
M
日
間

醸建欝聾翠翠護霊欝

自
衛
官
募
集

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所

(包
⑫
6
2
1
7
)

。
一
般
曹
候
補
学
生

受
験
資
格
回
歳
以
上
狙
歳
未
満
の
者

試
験
日

9
月
日
目
的

。
曹
候
補
士

受
験
資
格
四
歳
以
上
幻
歳
未
満
の
者

試
験
日

9
月
日
目
的

。
航
空
学
生

受
験
資
格
高
卒
(
見
込
み
)
で
紅
歳

未
満
の
者

試
験
日

9
月
お
日
目

受
付
(
全
職
種
)
8月
7
H
1
9月
8
日

ウ
ク
レ
レ
愛
沼
会

太吉
田原

(包
⑫
3
2
3
5
)

(
包
⑮
8
4
3
8
)

あ
な
た
も
ウ
ク
レ
レ
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
も
歓
迎
で
す
。

練
習
日
毎
週
火
曜
日
、
午
後
8
時
j

9
時

ω分

場
所
竹
松
住
民
セ
ン
タ
ー

回 月日 区間

1 9月24日(日) 彼杵宿~川棚宿

2 10月22日(日) 川棚宿~早岐本陣

3 11月19日(日) 早岐本陣ー郡代役所

4 12月 17日(日) 郡代役所~佐々町

5 1月21日(日) 佐々町一江迎町

6 2月 18日(日) 江迎町~田平町

7 3月 18日(日) 平戸島巡検

.実施日と区間

l区間の歩行距離9-13km 
案内者は 「平戸街道は蘇るjの著者鴨川卓氏ほか
区間までの往復はJRまたは貸切パスを利用

備考

-参加費

第 1回2，000円(本代を含む)

第 2固から 500円

(ただし交通費、昼食代は自己負担)

.募集定員 25人(原則として

4回以上参加可能な人)

.申込方法往復はがき に、

住所-氏名-年齢・性別・電話

番号を記入のうえ、 8月31日(木)

までに申し込んで、ください。(必着)

E塁審~TIf~}霊ヨ大村史談会
日蘭交流400周年記念

平戸街道史跡探訪講座
日蘭貿易発祥の地・平戸へ通じる平戸街道は
長崎街道彼杵宿から 57.5kmの道程です。
右記の要領でこの街道を歩いて史跡探訪を行います。

.申し込み・問い合わせ

干 856-0831東本町481市立史料館内

「史談会事務局JTe1.53-1979 

8月加入 320円

9月加入 280円

汀
寸

)

で

ψ
芹
E

江
tι

445
頭

E

H
則

前

人

i
(
1
 

，4lv

※
 

e怠DOGv削01
口の中に当てはまる語句を答えてくださしい、、。

衆議選は6月25日に終了しましたが、来年の 7月
頃には参議院の通常選挙が行われます。
参議院の任期は 6年で 3年毎に半数ずつが改選さ

れるため、平成13年の選挙の対象となるのは
平成口年の選挙で選ばれた方々になります。

また平成10年の選挙での当選者は、平成16年の選
挙の対象となります。

-申し込み・問い合わせ

安全対策課(内線214) または各出張所
選挙管理委員会事務局 (7月号の正解/開票)田問い合わせ

建物のオペレーター建築主の為の麦援システム

KANRI 
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第三者の目による施工監理の必要性をどう考えますか?

育限会社アイ.工ム.工ム建築監理事務所 代表取締役池田充正

TEL 53-3552 FAX 53-3255 E.mail:immnaga@mocha.ocn.ne.jp 



市役所

怨 53-4111(代表)

夏
季
市
民
テ
ニ
ス
大
会

(
シ
ン
グ
ル
ス
)

大
村
市
テ
ニ
ス
協
会
吉
田

(
岱

・

F
A
X
⑭

4
3
5
6
)

期
日

8
月
初
日
制

:
・
男
女
A
ク
ラ

ス
・
男
子
壮
年
1
部
(
必
歳
以
上
)
、

8

月
U
日
間
:
・
男
女
B
・
男
子
壮
年
2
部

(
日
歳
以
上
)
、

9
月
3
日
間
:
・
予
備
日

場
所
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

参
加
資
格
A
ク
ラ
ス
・
壮
年
1
部
・
:

市
内
在
住
(
学
生
不
可
)

B
ク
ラ
ス
・

壮
年
2
部
・
・
・
市
内
在
住
お
よ
び
市
内
勤

務
者
・
在
学
者
参
加
料
テ
ニ
ス
協

会
員
1
、
5
0
0
円
・
非
協
会
員
2
、

0
0
0
円
高
校
生
以
下
1
、
0
0
0円

※
男
女
A
ク
ラ
ス
・
壮
年
1
部
は
県
体

代
表
選
手
選
考
会
を
兼
ね
ま
す
。

申
込
期
限

8
月
5
目
的
、
午
後
5
時

必
着市

民
水
泳
大
会

市
水
泳
連
盟
事
務
局

梅
野
(
包
⑬
3
8
4
2
)

期
日

9
月
3
日
間
、
午
前
8
時
ぬ
分

場

所

市

民

プ

ー

ル

参

加

資

格

大

村
市
民
(
小
学
3
年
生
以
上
)
で
、
日

メ
ー
ト
ル
以
上
泳
げ
る
人

申
込
期
限

8
月
お
日
制

市
民
ハ
イ
キ
ン
、
ク
参
加
者

募
集

大
村
山
岳
会池

野
(
岱
⑬
1
8
5
4

日
時

9
月

m日
日

コ
l
ス

大

村

↓
田
代
原
↓
九
千
部
岳
↓
田
代
原
↓
大

村
(
徒
歩
4
時

間

程

)

集

合

市

役

所
玄
関
前
午
前
8
時

(
8
時
ぬ
分
出

発
・
帰
着
午
後
4
時
加
分
予
定
)
参

加
費

l
人
大
人
2
、
5
0
0
円
、
小

学
生
以
下
1
、
2
0
0
円
(
保
険
料
含

む
)
※
傷
害
等
に
つ
い
て
は
保
険
料
の

範
囲
と
し
ま
す
。
※
小
学
生
以
下
は
保

護
者
同
伴
と
し
ま
す
。

携

行

晶

弁

当
・
水
筒
・
軍
子
・
簡
易
雨
具

※
悪
天
候
で
実
施
で
き
な
い
場
合
は
午

前
7
時
に
電
話
で
各
自
へ
連
絡
し
ま
す
。

申
込
方
法
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

9
月
5
日

ω

君Z主E墨'tS 観光源資画光 室uuAl 

26〕 護観閏 B
よ Lミ l
う い い 光 7

壁地-画主 の高の 霊間 B 

主両T を 呆蓄fと車

保言 む 遇問

L一一

平成15年度全国高等学校総合体育大会

(インターハイ)

大村市準備室の設置

平成15年度に長崎県で開催する全国高等学校

総合体育大会に向けて、庁内に全国高等学校総

合体育大会大村市準備室を設置しました。今後、

市民への周知を図り、準備を行っていきます。

[大村市開催競技]

バドミントン (男子)

ソフトボール (女子)

卓球 (男女)

登山 (男女)

4競技6種目

「カカシの夏休み」
重松清著

僕は、中学生の時ダムに沈んだ故郷の町を

出た o 22年後、中学時代の友の死で、 旧友

と再会する 。僕たちの帰るところはどこな
のか?安らぎや拠り所を見出すことのでき

ない危うい現代の姿を山本周五郎賞受賞作

家が描く O 表題作他2篇を収録。

土に生きる 常田健小画集(常田健著)/虹の谷の五月(船戸与一著)/

金の人生 銀の人生(松永伍一著)/ Iこころの時代」解体新書 (香山リ
カ著)/花婚式 (藤堂志津子著)/サービス刑事ホテル・旅館・レスト

ランの成功例105(中谷彰宏著)/おとな二人の午後(五木寛之・塩野七

生著)/依頼人は死んだ(若竹七海著)/凶笑面 (北森鴻著)/あなたは

人生に何を残せますか(パーリー・サンフォード・グリーフ著)/和の甘

味(久田雅隆著)/ホ ームページのすべてがわかる事典 (河西朝雄著)/

人生、楽あれば楽ありー脳障害児ルナ君ちのゆかいな家族の記録 (日木貴著)
/クライ・ムキのメンズシ ャツカタログ (クライ ・ムキ著)

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。
どうぞ、ご利用ください。

問い合わせ 市立図書館 (n.FAX⑫2457) 
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[アクセス]

しあわせ街道を通って道なりにまっすぐ。西

日本銀行鹿島支庖前の交差点、を左に曲がれば‘

会場。すぐ右に市営駐車場。満車の可能性も

高いのでお早目におこしくださし1。

{開催日時1
8月7日(月)・8日(日)20 : 00~22 : 00 

¥ 

.問い合わせ

鹿島おどり実行委員会事務局 (鹿島商工会議所内)

Tel. 0 9 5 4 6・ 3-3363

大村市の皆さんこんにちは !佐賀県鹿島市

からのお便りです。

さて、第3回目の話題は 「鹿島おどりJです。

鹿島おどりが開催される毎年 8月7日と 8

日は、鹿島が最も熱 くな る夜です。昭和37

年に市内の平坦部の大部分が浸水し、死者・

行方不明者 5名という大水害の復興のため

にと始められ、今年で第37回を迎えます。

踊る歌は、 「一声浮立JI鹿島節JI鹿
島小唄jの 3曲。特に「一声浮立jはヤ

ッサヤ ッサの掛け声とともに激しく踊る踊

りで、3曲の中では一番人気があります。

最近は、大村市から観光協会を中心に青年

会議所や商工青年部の有志約50名の踊隊が、

参加しています。大変ありがとうございます。

大村市の皆さん、今年はぜひお越しくださし ¥0

そして 、おもしろいと思われたら来年は参加

してください。

8月7・8日

鹿島幸之どり
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⑮ 固お車でM
Ei!I'諸自民地・I:t圃圃両日冒'1i.T.fI.叫咽・1':"1':1・M・m 山".・H町盟

古い写真もきれいに複製できます。
小さなサイズからA1 (60cmX84cm) まで拡大OK!
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8月1日図 宵まつり
・火切の儀による臼島大かがり火

・花火大会 20: 30頃~ (大村競艇場周辺)
※花火大会は今年で50回目を数え、 6，000発打ち上げ、ます。

8月2日閣 本まつり
国ちび、っこ棺撲大会

8 : 30~16 : 00 (富松神社境内)

-神事(御輿のお下り)稚児行列
15 : 35~18 : 40 (おまつり通り )

.奉納演芸

・もちまき 19:20~19:25 (夏越ステージ)

圃太鼓の競演 19 : 40~21 : 55 (夏越ステージ)

.ゆかた納涼コンテスト
19 : 00~21 : 30 (おまつりステージ)

18 : 20~ 19 : 20 (おまつり通り)

17 : 00~1 8 : 20 (夏越ステージ)

19 : 1O~20 : 00 (おまつり通り )

8月3日両 本まつり
.子ども太鼓

.奉納演芸

.夏越総踊リ 20 : 20~21 : 55 (おまつり通り )

※その他、たくさんの催し物があり ます。
※各出し物の若干の時間変更があります。ご容赦ください。

- mわせおお羽越同協賛会 pi... YaJe1:I.l 

ダンスあり、和太鼓あり、
そしてお酒落なジャズライブ!

夏越まつり協賛

ずwンをクノLラダブ守

2(J(J(J民票日
花火大会のオープニングにふさわしい、
パワフルなステージをお届けします。

8月1日図 17: 3い 9: 30 

シーハットおおむら
メインアリーナ
出 演:ウェルネスダンスクラブ

五木瓜太鼓 (大村藩太鼓)
ゲスト:海外でも活躍中!

ザ・ 卜ラベラーズ (アメリ力ンジャズ)

問い合わせ:シーハ ットおおむら (fi20-7200)

-世帯数 32，402世帯 (+32)

f広報おおむらJは再生紙 (古紙40%)を使用しています。
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事えま..，q広場のご"，玄向f
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品

おおむら夏越まつり本まつりは
8月2日附 ・3日闘 の間市道大村駅前を中心に
間千達されます。

-~~イ芙村駅
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。
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-人口 85，594人 (+72) ・男 41，220人 (+11) ・女 44，374人 (+61)
※6月30日現在 ( )内は前月比 (住基法、外登法に基づく )
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